
にし伏せた状況である。半個体94-1は 3号横穴墓出土の 2点の

破片と接合し、ほぼ復元できたものである。当該横穴墓より高

い位置にある3号横穴墓から転がり込んだもののように捉えら

れる。

蓋杯1と 3の 間から出上した金環は床面より若干浮いて立った

状況である。玄室左奥から出土した刀子は床面から浮いての出

上である。

出土遺物

92-1～ 3・ 94-1は須恵器蓋不の1は蓋、2・ 3はかえりのある身

である。1・ 2の口径は13.3cmと 13.Ocmでほぼ同じであるが、3は

11.8cmと小さいものである。

93-4は金環である。表面は風化が著しく、若干の金箔が確認

できる銅芯のあるものである。93-5は鉄製品である。断面三角

形を呈しており、刀子の刃部と考えられる。
第94図  E-2,3号 横穴墓
出土遺物実測図 (S=1/3)

(3)E-3号横穴墓 (第 85。 94～99図 )
E-1・ 2号横穴墓と並んだように検出された。特に2号横穴墓とは切り合ったような検出状況で、

同一個体の杯の破片が各々から出土している。崩壊が著しく、玄室床面と奥壁、側壁が一部崩壊しな

がらも残存していた。床面標高15.85～ 16.05mを 測り、開口方向はS-35° Eである。

土層堆積状況

基本的には天丼崩壊後に堆積した層である。切石を3枚並べた石床は 9層 を敷いて、安定させてい

るようにもとれる。この 9層 中及び 9層上面から遺物が出上している。

前庭・羨門・羨道

完全に崩壊している。

玄門 。玄室

玄門は完全に崩壊している。

玄室は現存長200cm、 奥幅164cmを 測り、残存する床面から観察すると両側がほぼ平行して前方へ

延びるようなので、平面形態は縦長長方形と考えられる。

奥壁は高さ90cmを測り、直立して立ち上がるが中途から内傾し、界線は明瞭で天丼形態はアーチ

形と考えられる。天丼頂部が突出している状況が観察される。奥壁床面には左右 2つの穴が穿たれて

いる。

奥壁40cm手前からほぼ右側壁に沿って、復元長130cm、 幅50～ 60cmの 石床が設置されている。

加工痕

加工痕は明瞭には残っておらず、各壁とも丁寧に平滑な仕上げがなされている。
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第97図  E-3号横穴墓
石床実測図 (S=1/30)
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―
 

「

一
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第99図  E-3号横穴墓
出土遺物実測図 2

(S=1/2)

石 床

0                 10cm
時 ―

「

可 一
・

― ―

一

第98図  E-3号横穴墓出土遺物実測図 1(S=1/3)

石床は現状で 3枚の切石からなり、断面 L字状に加工し縁を作り出している。前方の石は床面の崩

壊とともにずれている。奥石は長さ55cm、 幅50cm、 中石は長さ48cm、 幅60cm、 前石は長さ35cm、 幅

55cmを 測り、床厚は12～ 15cmで、高さ5cm、 幅 5～ 10cmの縁を片狽1に作り出している。

遺物出土状況

左床面直上から須恵器蓋杯が 3個体出土している。1は身で口縁部が上向きであるが、2・ 3は蓋と

身がそれぞれ逆位で蓋は口縁部が上向きに、身は口縁部が下向きになっている。バラバラで出土した

須恵器壺の底部の一部は石床がずれた時に石床と石床の間に落ちている。 2号横穴墓出上のものと接
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合する2点は、 1点が奥壁中央から、もう1点が石床と石床の間に落ち込んで出土しており、これら

2個体はかなり移動しているようである。

l点出土している耳環は、土層横断面付近の 7層 または 9層からの出上である。

出土遺物

94-1・ 98-1～ 4は須恵器である。1～ 3・ 94-1は蓋郭の3と 94-1は蓋、1・ 2はかえりのある身である。

口径は、蓋が11.7～ 12.4cm、 身が13.0～ 13.2cmと 身の方が若千大きい。94-1は 口縁部外面をヨコナデ

ののちに平行タタキロ状の工具にて押さえている。4は壺の底部で、底面はケズリ調整ののち板状工

具によるナデが施されているようである。

99-5は耳環である。外面は風化が著しくメッキは剥がれて不明であるが、銅芯のあるもので、長

さ1.7cm、 幅1.9cm、 厚さ0.4cmを測り、当該横穴墓群出土中最も小さな耳環である。

(4)E-4号横穴墓 (第 100図 )
E-3号横穴墓の南に、床面と奥壁、両側壁が一部残存するのみである。床面標高15.45～ 15.5mを

測り、開口方向はS-19° Eである。出土遺物は皆無である。

土層堆積状況

崩壊したあとの流土が堆積している。

前庭・羨門 。羨道

完全に崩壊している。

玄門 。玄室

玄門は完全に崩壊している。          ｀

玄室は現存長45cm、 奥幅132cmを測るが、平面形態は不明である。奥壁は左側一部を残すのみで崩

落しているが、界線は残存部分から明瞭であることが観察された。

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

(5)E-5号横穴墓 (第 101図 )
E-4号横穴墓の南に隣接する。床面と奥壁、両側壁力ヽ一部残存するのみである。床面標高15.45～

15.5mを 測り、開口方向はS-25七 Eである。出土遺物は皆無である。

土層堆積状況

崩壊したあとの流土が堆積している。

前庭・羨門・羨道

完全に崩壊している。

玄門 。玄室

玄門は完全に崩壊している。

玄室は現存長40cm、 奥幅139cmを測るが、平面形態は不明である。奥壁は高さは不明であるが、外

に膨らむように立ち上がる。
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第100図  E-4号横穴墓実測図 (S=1/40)

0       1m

第101図  E-5号横穴墓実測図 (S=1/40)

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

(6)E-6号 横穴墓 (第 102～ 104図 )

E-1～ 5号横穴墓列よリー段下がつた列、 1号横穴墓と2号横穴墓間の下 E群中最も低レベルに

位置する。玄室天丼はほとんど崩壊 しているが、床面、奥壁と両側壁は割と残 りがよい。床面標高

13.7～ 13.85mを 測 り、開口方向はS-36°一Eである。

上層堆積状況

礫床とその直上から出土する遺物は、その出土状況から盗掘を受けていない可能性が高く、これら

を覆うように堆積する層は埋葬時から堆積したものと考えられる。天丼が崩壊している割には崩壊地

山レキが見られないので、当該横穴墓は流入土が早くから入り込んでいたものと考えられる。

前庭・羨門・羨道

完全に崩壊している。

玄門・玄室

玄門は完全に崩壊している。

玄室は現存長202cm、 奥幅95cmを 測る。平面形態は、両側壁が平行に若干狭まるように前へ延びる

ので、奥隅が丸みを帯びた長方形を呈すると考えられる。

奥壁は高さ75cmで 、直立して立ち上がり中途で屈曲し、界線は不明瞭である。横断面は横に膨ら

んだ半円形を呈し、天丼形態はアーチ形と考えられる。

床面右前には一辺約30cmの 方形を呈するピットが穿たれている。

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。
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第102図  E-6号横穴墓実測図 (S=1/40)

礫 床

右奥床面に長さ■Ocm、 幅50cmの範囲に 5

～10cm大 の小さな自然礫が敷き詰められてい

る。左奥から出土している蓋杯の下にも2個

の自然礫が残存しており、全合に敷き詰めら

れていたものが、盗掘などで掻き出された可

能性も考えられる。右最奥部の一番大きな礫

は、地山レキと思われる。

遺物出土状況

蓋不 9個体は全て礫床上からの出土であ

る。3の みは一番大きな礫を挿んで立った状

況であるが、他は上向きか下を向いており、

1、 2個体が半分重なるように出上している。

出土遺物

104-1～ 9は須恵器蓋杯の、1～4は蓋、5～

9は かえりのある身である。口径が 12.0～

12.9cm(平均 12.4cm)と ほぼ同規格である。外
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〆
　
一

田

ユ
ヽ

Ю
Ｏ
∃

‐
一、斡

　

、
くキ
‐
く
劃

ロ　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽロ

Ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｂ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

引
ｄ
哩
組

凹
め

引
ｄ
甲
枢
聖

凹
寸

引
劇
叩
翌

理
∞

引
硼
熙
К

理
側

引
駅
鵞
ｄ
ｕ
組

熙
一

第103図  E-6号横穴墓土層断面図及び遺物出土状況図 (S=1/30)
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下

0                  10cm

第104図 E-6号横穴墓出土遺物実測図 (S=1/3)
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面天丼部と底部調整に回転ヘラケズリを行い、丁寧な1調整を施している。2のよう.に1器高力M.9clnと 高

いものもある。

(7)E‐ 7号横欠墓 (第105・ 106図)

E-1～ 5号横穴墓列よリー段下がつた列、6号横穴墓の南に位置する。床面と奥壁、両側壁の一

部が残存するのみである。床面標高14.5～ 14:62mを測り、開口方向はS-43°工Eである。

土層堆積状況

最下層の3層が腐食上で軟質であるため、ほとんど流入土と考えられる。

前庭 十羨門・ 羨道

完全に崩壊している。

玄門・玄室

1玄門は完全に崩壊している。

玄室は主軸に対して、現存長14ocm、 奥幅110cれを測り、平面形態は、両側壁が平行に若千狭まる

ように前へ延びるので、奥隅が丸みを帯びた縦長長方形を呈すると考えられる。

奥壁は高さ44cmを測り、直立して立ち上がる。界線は風化が著しいが、やや明瞭で、天丼形態は

アーチ形と考えられる。

加工痕

明瞭な力HI痕は観察されない。

て
|

0                  1m

―

第105図  E-7号横穴墓実測図 (S-1/30)
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遺物出土状況

金環と土師器破片が 1点ずつ床面近くから出上している。

出土遺物

106-1は金環である。銅芯のあるもので、一部欠損 しているが、

内側にメッキが残存する。

― の

1

0             5cm

第106図  E-7号 横穴墓
出土遺物実測図

(S=1/2)
(8)E-8号 横穴墓

(第107図 )

E-1～ 5号横穴墓列より

一段下がつた列、 7号横穴墓

の南に位置する。床面と奥壁、

両側壁の一部が残存するのみ

である。床面標高 14.3～ 14.45

mを測 り、開口方向はS-27°一

Eである。出土遺物は皆無で

ある。

上層堆積状況

ほとんど流入土と考えられ

る。

前庭・羨門・羨道

完全に崩壊している。

玄門・玄室

玄門は完全 に崩壊 してい

る。

玄室は現存長85cm、 奥幅

loocmを測るが、奥壁平面ラ

A
1470m

〆
　
一

田

ユ
ヽ

Ｎ
Ｏ
∃

0          1m

第107図  E-8号横穴墓実測図 (S=1/30)

インが突出した湾曲を描き、隅が異様に丸い縦長長方形の平面形態を呈する。

奥壁は剥落しているが、直立ぎみに立ち上がるものと考えられる。

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

礫 床

右奥床面を中心に、 5 cm前後の小さな自然礫が敷かれている。密集せず、疎らな出土状況である。

プ郎

鞠
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第 6節 F群の調査
当該横穴墓群が所在する丘陵先端部が南西へ延び、その東側斜面が連続して南を向く頂部付近に所

在する2基の横穴墓である。丘陵頂部の破壊削平のため天丼は崩落しているが、玄室及び羨道部の一

ml

A'部 も残存している。

(1)F-1号 横穴墓 (第 108～ 115図 )
F-2号横穴墓と開口部が2.5m離れ

て、ほぼ並んで検出された。天丼は

全て崩落 し、玄室右袖部分から前方

も崩壊 している。床面標高13,75～

14.Omを 測 り、開口方向はS-10° Eで

ある。

r 土層堆積状況

基本的に天丼崩落後に堆積 した層

である。土層断面 E― E´ では床面に

まで地山レキ (天丼部)が入つている

状況が観察される。遺物が多 く残っ

ているため未盗掘の状況で崩壊 し埋

った可能性もあるが、明確にはでき

なかった。

前庭・羨門・羨道

前庭部と羨門は完全に崩壊 してい

る。

第 108図  F-1 羨道部もほとんど崩壊

しているが、床面左側に

長さ55cmを確認できる。

床面中央には溝の痕跡が

残存する。

玄門・玄室

玄門は玄室右袖が破壊

されているが、復元幅

70cmと 考えられる。

玄室は長さ250cm、 前

幅 160cm、 奥幅 166cmを

測 り、平面形態は前側の

ややすぼまる縦長長方形

Vオ

第109図  F-1号横穴墓遺物出土状況検討図 (S=1/30)

A
1450m

lm

ヽ

|

B′

号横穴墓実測図 (S=1/40)

密

２３

７

麟 は大谷A4型

帥 は大谷A7型

ぢザ は大谷A8型,Cl型

0         1m
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F-1号横穴墓出土遺物実測図 1(S=1/3)
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第112図  F-1号横穴墓出土遺物実測図 2(S=1/3)
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第113図  F-1号横穴墓出土遺物実測図 3(S=1/3)

を呈する。

奥壁は高さ75cmま で残存しており、界線はやや不明瞭で、30cm弱程直立して立ち上がり、屈曲し

て内湾し、天丼形態はアーテ形と考えられる。

床面には、中央軸に沿って幅10cm前後、深さ5cmの溝が、また前・奥壁、両側壁沿いにも幅 5～

15cm、 深さ5cmの溝が廻っており、玄門中央でそれぞれ合流し、前側は羨道部の中央溝へと続くよ

うである。中央溝は床面を2分 し、右と左に屍床を造り出している。

加工痕

奥壁に幅10～ 15cmの 円刃状の加工痕が観察される。

遺物出土状況

須恵器蓋イ24個客と有蓋高杯 1セ ットと勾玉 1点、切子玉 1点はそれぞれ 3つのグループに大別で

きる集中した出土状況を呈している。
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第114図  F-1号横穴墓出土遺物実測図 4(S=1/3)

恩
29

⑥

③

③

トコ I Tコ 引

第115図  F-1号 横穴墓出土遺物実測図 5(S=1/2)

第 1グループは、玄室右奥に集中する蓋不 6個体 (10～ 15)である。全て床面直上からの出土で、

11は正位の上向きであるがそれ以外は蓋も身も伏せた状態である。11は周溝の上に位置 しており、

元位置から移動したものと考えられる。元々は他の 5個体と共に床面に伏せた状態であったものと想

定される。

第 2グループは、玄室左奥に集中する蓋杯 7個体 (3～ 9)と 有蓋高杯 1セ ット(1・ 2)と 勾玉 1点で

ある。5・ 6と勾玉は床面から3～ 4cm浮いているが、他の左寄 りの遺物は床面直上から出土してい

る。1・ 3・ 4・ 9は伏せた】犬態、5～ 8は上向きの状態である。

第 3グループは、玄室左前に集中する蓋郭 11個体 (16～ 26)と 切子玉 1点で、前壁に立てかけた

17。 19～ 21・ 23、 床面上に位置する16・ 22・ 24～ 26に小別することが出来る。17～ 19・ 23と 切子

玉は床面に接 しており、他の 7個外は数cm～ 5cm床面から浮いている。

出土遺物

111-1～114-27は須恵器の1・ 2は有蓋高杯、27は短頸壼の蓋、他は蓋郭である。 1の高杯蓋は乳

頭状のつまみの付 く低平なもので、口唇部は跳ね上がりかえりは真直ぐ下に向く。 2の高杯は立ち上

がりが深 く椀状を呈しており、脚部は短 くて太い低脚状で、 3ケ 所に三角スカシが施されている。3

はかえりのある郭蓋で1.8cmの 長い山形つまみの付 くもので、4のかえりのない、底部が若千尖底を呈

― 重珍

28

―
(C8}

の
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し立ち上がりの直立なイ身とセットであったと考えられる。5,7・ 9,10。 12・ 14～ 16・ 18・ 20。

22・ 24は杯蓋で、9のみは平たい天丼部から体部が直立ぎみに立ち上がり、その境には明瞭な沈線を、

また体部にも沈線を施すものである。他は、天丼部から体部へ連続した山形を呈するもので、その境

には形骸化した沈線を施すものやナデによる窪みを施すものや全 く境を意識 しないものなどがある。

口径は10.2～ 13.Ocmと 幅をもつが、平均12cm(5・ 7・ 10・ 12・ 14・ 16・ 18・ 20)と 11.lcmの 15と 平均

10.2cm(22。 24)の ものに分類できる。6。 8。 11・ 13・ 17。 19。 21・ 23・ 25。 26はかえりのある杯

身で、口径は9.6～ 13.Ocmと 幅をもつが、平均12cm(6。 8。 11・ 13・ 19。 17・ 21・ 26)の ものとかえ

りの短い9.8cm(23。 25)の ものに分類できる。27の短顎壼の蓋は、口径9.lcmを 測 り、天丼部から体

部は直立ぎみに立ち上がり、口唇部が外反するものである。

115-28は鉄製品である。断面三角形を呈しており、刀子の刃 部と考えられる。115-29・ 30は水晶

製の勾玉と切子玉で、それぞれ長さは3.lcmと 1.8cmを測る。

IC

(2)F-2号 横穴墓

(第 116～ 118図 )

F-1号横穴墓の西に並んで検

出された。天丼が大きく破壊され

ている。床面標高13.45～ 13.75m

を測 り、開口方向はS-8°一Eであ

る。

上層堆積状況

基本的に天丼崩壊後の堆積 し

た層である。玄室内に流入土が

堆積する以前に天丼の崩壊が起

きたようで、最下層の 3層 も地

山レキが風化 したものと考えら

れる。

前庭・羨門・羨道

前庭部と羨門は完全に崩壊 し

ている。

羨道部は現存長85cm、 幅62～

66cmを測る。平面形態は内側ヘ

若干狭まる長方形を呈している。

床面中央より若干左寄 りには、

幅10cm強、深さ5cmの溝が造ら

れ、玄室入 り口付近まで延びて

いる。第116図  F-2号横穴墓実測図 (S=1/40)
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玄門・玄室

玄門は天丼が崩壊しているが、床面幅60cmを測る。床面には幅約10cm、 深さ数cmの溝が中央溝

から右側に施されている。

玄室は長さ176cm、 前幅110cm、 奥幅167cm、 右袖31cmを 測り(左袖は不明)、 平面形態は前幅の狭

くなる四隅の九い正方形を呈する。

奥壁は高さ60cmま で残存しており、界線は不明瞭で、直立ぎみに立ち上がり、天丼形態はアーチ

形と考えられる。

1層 淡黄色砂質土

(地山の風化したもの)
2層 黄橙色砂質土

(地山の風化したもの

地山レキ多く含む)
3層 明責掲色砂質土

(地山の風化したもの)

0          1m

(S=1/30)第117図
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0                 10cm
l¬
~下 ~

第118図  F-2号横穴墓出土遺物実測図 (S=1/3)

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

遺物出土状況

玄室床面から須恵器蓋杯 4個体が全て伏せた状態で出上した。玄門中央溝上に4が、玄室中央奥に2

が、玄室右中央に1が、玄室左中央に3が出土した。

出土遺物

118-1～ 4は須恵器の蓋不で、1と 3は蓋、2と 4はかえりのある身である。蓋の天丼部と体部の境は

不明瞭で、身のかえりは短くはなっているが上向きに作られている。口径は11.3～ 13,3cmを 測り平均

12.4cmである。

― HO―



1

第 7節 G群 の調査

東側斜面南に位置するE群の下列に所在する。

ぼ同一レベルに並ぶ。丘陵斜面の破壊削平が著し

いるという状況である。

6基からなり、G-3号横穴墓が若干下がる他はほ

く、ほとんどの天丼が崩壊し、玄室のみが残存して

(1)G-1号横穴墓 (第 119図 )

G群内で最も北側に位置するが、若干距離を空けて構築されている。玄門から前側は破壊されてお

り、玄室の上部構造も奥壁と若千の天丼を残すのみである。奥壁には大きな穴が掘り込まれ、その時

にも奥壁に加工を施した痕跡が見られる。床面標高は12.25～ 12.45mを測り、開口方向はS-52° Eであ

る。出土遺物は皆無である。

土層堆積状況

奥壁に掘り込まれた大きな穴には玄室と同様な堆積をしており、奥壁の大きな穴が掘り込まれる以

前の埋葬当時の堆積土は、その時に掻き出されたものと考えられる。 4層には地山ブロックの大きな

ものを多く含み、この時点で天丼の崩壊が起こったものと考えられる。

A

1300m

立面図の赤色ラインは

横穴墓の残存するライン

1里

0       1m

第119図  G-1号横穴墓実測図 (S=1/40)
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前庭・羨門・羨道

完全に崩壊 している。

玄門・玄室

玄門は完全に崩壊 している。

玄室は現存長205cm、 現存する前幅は90cm、 奥幅107cmを測る。平面形態は、奥隅が九 くて前方へ

幅が狭 くなる縦長長方形を呈する。

奥壁は左側下に一部分のみ埋葬当時の面を残す。他の面は奥壁の大きな穴が掘削された時点で、再

掘削が行われているが、埋葬当時の奥壁ラインは床面及び天丼の活きた面から想定した。そのライン

を第119図 に赤色ラインで記したが、直立ぎみに立ち上がるようである。

床面には、奥壁と側壁沿いに溝の痕跡が見られる。

加工痕

玄室床面に幅10cm弱の平刃状の加工痕が観察される。奥壁に見られる加工痕は奥壁の大きな穴を

掘削した時のものと思われる。

(2)G-2号横穴墓 (第 120～ 123図 )
G-1号横穴墓の南2.5m、 E-6号横穴墓の真下に位置する。天丼及び玄室前半分は破壊されている。

床面標高はH.9～ 12.Omを 測り、開口方向はS-31° Eである。

上層堆積状況

基本的に天丼崩壊後の堆積した層である。玄室内に流入上が堆積する以前に天丼の崩壊が起きたよ

うで、最下層の 3層には人頭大の地山レキを多く含んでいる。床面直上で出土している遺物は元位置

である可能性が高い。

前庭・羨門・羨道

完全に崩壊している。

玄門・玄室

玄門は完全に崩壊している。

玄室は現存長170cm、 現存する前幅は135cm、 奥幅165cmを 測る。平面形態は奥隅の角張り前幅が

徐々に狭まる形態を呈する縦長長方形である。

奥壁は半分以上が剥落し、天丼も崩壊しているが、天丼部との界線が一部残っている。天丼形態は

不明である。

床面奥壁沿いに長さ82cm、 幅10cm、 深さ5cmの溝が施されている。

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

遺物出土状況

玄室右奥から4個体の杯身が、床面直上にほぼ菱形の頂点に置かれた状態で出土した。左側の 2個

体 (1・ 2)は伏せて、右狽1の 2個体 (3。 4)は斜め上向きから立位である。玄室左奥からは 1点の鉄製

品が床面からlcm程度浮いて出土している。
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第120図  G-2号 横穴墓実測図 (S=1/40)

B

|

一／
第121図  G… 2号横穴墓遺物出土状況図

IЩ

0          1m

(S=1/30)
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¢

10cm

第123図  G-2号横穴墓
出土遺物実測図 2(S=1/4)

0                 10cm

第122図  G… 2号横穴墓出土遺物実測図 1(S=1/3)

出土遺物

122-1～ 4は須恵器の杯身である。かえりのあるもので、口径は12.0～ 12.9cm、 平均値12.35cmで あ

る。底径がやや広く平べつたい1・ 2、 底径がやや小さく深みのある3・ 4に分類される。

123-5。 6は鉄製品の大刀で、5は幅2.5～ 2.8cmの刃部、6は柄部である。柄部の現状は円筒状の鉄の

児であるが、X線により、全体は木質で覆われていることが判明した。上位から、釦が残存し、その

周りは鞘の木質に覆われている。釦の下位には幅 5mm弱の狭れが巡っているのが観察され、鍔の痕

跡と考えられる。その下位には柄縁金具が残存し、柄木が延びている。柄の内部には刀身の茎部が観

察される。
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(3)G-3号 横穴墓 (第 124～ 126図 )

G-2号横穴墓と4号横穴墓の中央で、 G群中

最も低レベルに位置する。天丼及び玄室前半分は

破壊されている。床面標高は11.65～ H.75mを測

り、開口方向はS-19七 Eである。

上層堆積状況

天丼崩壊後の流入土である。

前庭・羨門・羨道

完全に崩壊 している。

玄門・玄室

玄門は完全に崩壊している。

玄室は現存長160cm、 現存する前幅は90cm、 奥

幅89cmを 測る。平面形態は奥隅の九い前幅が

徐々に狭まる形態を呈する縦長長方形である。

奥壁は上半部が崩壊 しているが、高さ45cmま

で確認でき、直立ぎみに立ち上がる。界線は加工

の過程による粗いものである。 天丼形態はアー

チ形と考えられる。

加工痕

床面に 1～ 2cm幅で、

短い溝状の加工痕が観察

される。

遺物出土状況

玄室左奥から提瓶が 1

個体完形で出土した。わ

ずかに床面から浮いてい

るが、ほぼ床面出上であ

ろう。倒位で把手の位置

を上下に向けた状態であ

る。

出土遺物

126-1は須恵器の提瓶

である。口縁部は直立す

る単純な筒状で、把手は

瘤状 を呈するものであ

る。体部は片面が膨らみ、

En

IB

IB′

第124図  G-3号横穴墓実測図
(S=1/40)
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第125図  G-3号横穴墓土層断面図及び遺物出土状況図
(S=1/30)
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10cm

片面は平らである。

(4)G-4号横穴墓
(第127～ 129図 )

G-3号横穴墓の西に、一段高

いが接する.よ うに位置する。天

井及び玄室前半分は破壊されて

いる。また直径130cmの楕円形の

上媛により玄室左奥も壊されて

いる♯i。 床面標高は12,4～ 12.6m

を測り、開口方向はS-33生Eであ

る。

上層堆積状況

l層のみが当該横穴墓の残存
第126図 G-3号横穴墓出土遺物実測図 1(S=1/4)

する堆積上で、2～ 6層は土渡の1堆積上である。 1層は地山プロックを含んだ砂質上で、天丼崩壊後

の流入土と考えられる。                                ゝ

前庭・羨門。羨遭

完全に崩壊している。

玄門・玄室

玄F]は完全に崩壊してい

る。

玄室は現存長140cm、 現

存|する前幅は200cm、 奥幅

200cmを測る。平面形態は

奥隅が角張り両側壁が平行

する1形態を呈している。

奥壁はほとんどが崩壊し

ているが、一言I確認できる。

高さ30cm強 まで確認でき、

直立ぎみに立ち上がる。

F/

第127図  G-4号横穴墓実測図 (S=1/40)
註■ この上壊の詳細は古墓と
して後述する。
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1層 灰掲色砂質土 (地山ブロックを含む)

2層 明黄掲色砂質土 (大きめの地山ブロックを含む)

3層 黄褐色砂質土 (細かい地山ブロックを多く含む)

4層 明黄掲色砂質土 (地山ブロックを若干含み、

ソフトである)

5層 黄掲色砂質土 (細かい地山ブロックを多く含む、

3層より明るい)

6層 淡青灰色砂質土 (細かい地山ブロックを多く含み

ソフトである)

C一

1   唄

0          1m

第128図  G-4号横穴墓土層断面図及び遺物出土状況図 (S=1/30)

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

遺物出土状況

玄室右奥から蓋郭が 5個体全て伏せた状態で出上している。4のみが床面から10cm程浮いているが、

他の 4個体は床面直上である。元位置かどうかは不明である。

出土遺物

129… 1～ 5は須恵器の蓋杯で、1～ 3は蓋、4・ 5はかえりのある身である。4のかえりは直立して伸び

るもので、蓋の天丼部と体部の境には沈線とナデによる 1条の突帯が施されている。口径は4が若干

大きく、5が若干小さいが、H.7～ 12.8cmで、平均値は12.25cmである。蓋は平均した大きさであるが、

身は最大のものと最小のものである。

(5)G-5号横穴墓 (第 130～ 132図 )
G-4号横穴墓の西に、若千高く接するように位置する。天丼及び玄室前半分は破壊されている。

床面標高は12.3～ 12.45mを測り、開口方向はs-31° Eである。
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だ≡冨琶Ξ匡三重至凱)1

0                 10cm

第129図  G-4号横穴墓出土遺物実測図 (S=1/3)

前庭 。羨門・羨道

完全に崩壊している。

玄門・玄室

玄門は完全に崩壊している。

玄室は現存長194cm、 現存する前幅は230cm、 奥幅234cmを測る。平面形態は、奥隅が角張 り前に

いくにつれ幅がわずかに狭まる形態を呈している。

奥壁は高さ40～ 50cm程度残存 しており、直立ぎみに立ち上がるようである。奥壁と右側壁の残存

する界線は明瞭である。

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

遺物出土状況

玄室右側中央付近から鉄器が出上している。
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出土遺物

132-1・ 2は鉄製品である。1は大刀

の刃部から茎部にかけての部分で、茎

部に目釘孔が 1穴あるのをX線により

確認した。関部は欠損していて詳細不

明、茎部表面には所々木質が観察され

る。刃部幅3.1～ 3.9cm、 最大厚 1.2cm

を測る太めのものである。2は刀子で、

刃部から茎部にかけての部分で、柄縁

金具及び柄木の残存したものである。

第132図  G-5号横穴墓出土遺物実測図 (S=1/2)

(6)G-6号横穴墓 (第 133～ 138図 )
G群中最も南西に位置し、G-5号横穴墓と床面レベルをほぼ同じくし、並んでいる。天丼と羨道

部の前半部は破壊されている。床面標高は12.7～ 12.9mを 測り、開口方向はS-30°一Eである。

土層堆積状況

1・ 3層 は地山レキの大きめのものを多く含んだ層で天丼崩壊後に堆積したものである。石棺内に

直接 3層が入り込んでいるということは、石棺には蓋石が載つていた可能性が高いため、盗掘時に蓋

石を外されたあとに天丼の崩壊が起こったものと考えられる。石棺の前から出土する遺物は、ほとん

ど床面から数cm浮いて 4層から出上しており、この層は盗掘など開口されてから堆積したものと考

えられる。最下層の 5層 は床面が風化したものか。

前庭・羨門・羨道

前庭部・羨門は完全に崩壊している。

羨道部は床面のみ若干残存する。現存長40cm、 幅65cmを 測り、平面形態は長方形を呈するものと

思われる。

玄門・玄室

玄門は床面で幅70cmを 測るが、床面には施設がなく羨道部から玄室へと連続している。

玄室は長さ242cm、 前幅140cm、 奥幅230cmを測り、平面形態は四隅がやや角張り前幅の狭まる縦

長長方形を呈する。

Ｏ
ω
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奥壁は高さ75cmま で残存して

おり、界線はやや不明瞭で、直

立して立ち上がる。

奥壁沿いには外長194cm、 外幅

78cmを測る組合わせ式箱式石棺

が、若干右寄りに埋置されている。

加工痕

明瞭な加工痕は観察されない。

石 棺

石棺は板状に加工した石を利

用して、床石 2枚、前側石 3枚、

奥側石 3枚、右小口石 1枚と押

さえ用の 1枚、左小口石 1枚で

構成されている。床石を側石と

小口石で挟む構造である。内長

152cm、 内幅39～ 43cmを 測る。

床石は右から長さ81cm、 幅41

～43cm、 厚さ8～ 10cmの ものと

長さ70cm、 幅39cm、 厚さ8～

10cmの もの 2枚が床面に直接置

かれている。

奥側石は右から高さ45cm、 幅

47cm、 厚さ10cmの ものと高さ33

～37cm、 幅85cm、  厚さ13cmの

ものと高さ35cm、 幅30cm、 厚さ

10cmの もの 3枚が奥壁に接して

立てかけたように置かれており、

左側は小口石を挟むために床石

より長くしてある。

前側石は右から高さ36cm、 幅

68cm、 厚さ14cmの ものと高さ

35cm、 幅65cm、 厚さ9cmの もの

と高さ35cm、 幅13cm、 厚さ 7

cmの もの 3枚が置かれ、小口石

が挟むように床石より若干短 く

してある。

第133図 G-6号横穴墓実測図 (S=1/40)
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第134図 G-6号横穴墓石棺実測図 (S=1/30)
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A

13.00m

A一一―

0           1m

第135図 G-6号横1穴1墓土層断面図及び遺協出土―状況図 (S〓 1/30

右小日石は高さ35om、 幅63cm、 厚さ-12cmを測る。前側には明瞭な到り込みを作つて側石を挟み、

奥側も●l」 り込みにより側石が密着するように、それぞれ両側石を押さえている。この小口石のタト側に

は、小回石を押さえるための高さ28cm、 幅おcm、 厚さ■clnの石が置かれている。

左小口1石 1.ま高さ35cm、 1幅41cm、 厚さ13cmを測る。前側には右小日石と同様な判り込みが作られ―、

aF石を挟みながら押さえている。

石権は右側を着干広くし、床石のレベルも右側を高くしているので、頭位は右側であると考えられ

る。

遺物出土状況|

石構内から杯 1個体 (1)のみが出上していると石桔内出上の第身は、左1寄 りで前側石に接し、ほぼ

床面直上の正位で出上している。石構の前には集中して出土しており、杯身が2個体 (2・ 3)伏せた
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0                  10cm
辟
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一

0            5cm

10cm

第137図 G-6号横穴墓出土遺物実測図 2
(4:S=1/4 5～ 7:S=1/2)

第136図 G-6号横穴墓出土遺物実測図 1(S=1/3)
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第138図 G-6号横穴墓
出土遺物実測図 3(S=1/3)

状態で、床面から 5、 6cm浮いて出上 しており、

2の方は石棺に接 している。これらの周 りには鉄

刀が 1点ばらばらの状態で出土 している。4の 1

点のみが若干レベルが高く4層上面に載つている

が、他は床面から数cm～ 5cm浮いて 4層 中から

の出土である。

遺物

136-1～ 3は須恵器の杯身である。1の底部は外

から押さえられて上げ底状の平べつたい器形を呈

し、2は両狽1か ら押さえられて平面は楕円形を呈

キ  1
1

キ  |―リー弓
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する。1・ 2のかえりは上向きでやや長いものであるが、3のそれはやや短く内向きのものである。口

径は1・ 2が正円ではないが平均値をとると12.6cm、 3は 12.7cmと ほぼ同じである。

137-4～ 7は大刀で同一個体の各部位である。5～ 7は銅製である。4は刀身、5は鍔、6は釦、7は吊

金具である。4は刃部 2点 と≧部 1点の破片状で、 3点は直接接合しないが、想定現存長50.5cm、 幅

2.6cm、 厚さ7mmの細身のものである。部分的に木質が残存している。茎部にはX線により2ヶ の目

釘穴が確認できる。5の鍔は長さ4.5cm、 幅3.Ocm、 厚さ2mmを測り倒卵形を呈する。6の釦は lmm

厚さで片端が内側に折り曲げてあるもので、外面に金箔が施されている。7の吊金具は、環部の半分

と吊部が残存したものである。環部には金箔を施した痕跡が観察される。

138-8は 土師器の皿である。底部は回転糸切りで、器壁への立ち上がりが明瞭であり、口縁部は厚

みのあるものである。混入品である。

(7)古 墓 (第 127・ 128・ 139・ 140図 )
G-4号横穴墓を破壊して造られたものである。古銭が多数出土しており、古墓であると考えられ

る。平面形態は歪な楕円形を呈し、直径は130cm強、深さ60cmを 測る。壁面はやや直立ぎみに立ち上

がり、底面直径は90～ 120cmを 測る。

土層堆積状況

全体的に地山ブロックを含む砂質上で、 5。 6層 が堆積 した後にピット

状に掘 り込まれた 4層、そこへ自然に落ち窪んだような 3層が堆積する。

出土遺物

139-1・ 2は土師器の小皿である。底部は糸切 りで、器壁への立ち上が り

が明瞭であり、1は直立ぎみに立ち上がるが、2は外反ぎみに立ち上が り、

口唇部外縁に九みをもつ。

140-1～ 32は古銭である。合計38枚出上 したもののうち、拓影可能なもの
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３
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第139図

古墓出土遺物実測図
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を掲載した。全て「寛永通賓」である。1～ 21は「賓」の足股が付く山形を呈するもので、直径2.3～

2.5mm、 平均2.4mmの もの。22～ 32は「賓」の足股が開いてハの字状を呈するもので、22～ 25は裏面

に「文」が鋳出された文銭で、直径2.5mmの もの。26～ 32は裏面が無文のもので、直径2.3～ 2.4mm、

平均2.35mmの ものである。

第 8節 遺構外出土遺物 (第 141・ 142図 )

遺物出土状況

表土掘削時に出上した遺物を以下に掲載する。 3/4以上残存するもので、本来は横穴墓のものと

考えられる。141-1・ 6・ 7は丘陵頂部から東側斜面を表土掘削している際に約 lm下がつた地点から

0                 10cm

… …

第141図 遺構外出土遺物実測図 1(S=1/3)
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出土したもので、C群の上部に位置するむ144-2‐ 3は C-2・ B号横

穴墓の間からの出上で、141-4は D群の1表土剥ぎをしてい.る.際に南隣

のE‐ 2号横穴墓らしき床面から出上したも|の
|で
ある。E‐ ユ～.3号横

穴墓は連―続した位
―
置関係―にあり、出とした土器からE― l号枝穴―墓の

土器と考えた方が良さそうである。141-5は E群の上段レベル列の下

1方を表土掘削している際にE-7.BI号機穴墓付近から出土したもの

である。

出上遺物

141‐1～7は須恵器で、1～0は蓋ネの1～3は蓋、4。 Sはかえ―りのあ

る身である。3と Sは押じつぶされて―歪な形態を呈している。6Ⅲ ″は

当該横穴墓群内で唯一出土した有蓋高杯である.。 蓋不と.IL較すると丁寧な作りである。平べつ.たい杯

部にかえりを有し、脚柱部には|三打形スカンを8方に入れてい.る。

142・3は鉄鏃である。短顕鏃で、頭部がギ頭|で、蘭が無くそのまま1棘箆被が付き茎部へ続くもの|で

ある。中央部で折れ苗がり反っている。

粋
「
…
…f却

第142図 1遺構外出土

1遺物実測図2(S=1/2)
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横
穴
墓
名

時
 
期

(大
谷
編
年
)

玄
 
室

平
面
形
態
 1
 
天
丼
形
態
 1
  
特
  
徴

副
葬
品
《

蓋
不

伏 杯

器 高

型
式
)

磁

蓋
不
の
(

提
平
瓶

は
主
で
な

長
頸
瓶

型
式
]

そ
の
他

目
1葬
品
《

大
 
刀

属
器
》

欽
剣

数
)

刀
子
1鉄
鏃
1鉄
斧
1耳
環

副
葬
品
《
玉
類
》
(個
数
)

勾
 
玉
1切
子
玉
1丸
 
玉
1小
 
玉

A-
1号
横
穴
墓

縦
長
長
方
形

(両
袖
不
明
瞭
)

ア
ー
チ
形
周
溝
・
中
央
溝
あ
り

1点

A-
2号
横
穴
墓

製
作
途
中

A-
3号
横
穴
墓

出
雲
5
正
方
形

(や
や
縦
長
)

(ア
ー
チ
形
)
肋
骨
状
力
Π
工

A7
型

直
口
三

平
瓶
Cオ
型

i点

(短
頸
)

B-
1号
横
穴
墓

出
雲
6
正
方
形

ア
ー
チ
形
右
側
壁
沿
い
に
周
溝

肋
骨
状
加
工

Cl
型

B-
2号
横
穴
墓

出
雲
6
正
方
形

(左
袖
短
い
)

切
妻
家
形
月力
骨
状
加
工
・
軒
が

両
側
壁
に
あ
り

A8
型
低
脚
無
蓋

A7
型

B-
3号
横
穴
墓

出
雲
5～
6
横
長
長
方
形
切
妻
家
形
閉
塞
石
宏
存
 
左
lF
に
屍

床
、
そ
の
上
に
石
床

A7
型
A8
型

1を
型

2型

金
環

4点

B-
4号
横
穴
墓

出
雲
6
縦
長
長
方
形
切
妻
家
形

1毘
こ
不
明
晴

肋
骨
状
加
工
 4
1野
と
両
lt
l

な
軒
あ
り
床
両
に
曽
状
加
丁

C型
甕
破
片

B-
5号
横
穴
墓

縦
長
長
方
形

(正
方
形
に
近
い
)

ア
ー
テ
形
肋
骨
状
力
日
工

占 い

C-
1号
槙
穴
墓

縦
長
長
方
形

(無
袖
)

ア
ー
チ
形
羨
道
部
が
不
明
瞭

床
面
に
溝
状
加
工

占 、

C-
2号
横
穴
墓

出
雲
4
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
丁
寧
な
仕
上
げ
A4
型
長
脚
無
蓋

A3
型
A5
型

台
付
長
頸

占 ト
有
肩
袋
状

i煮

環 点
金 ２

C-
3号
横
穴
墓

出
雲
4
縦
長
長
方
形

(両
袖
不
明
陳
)

ア
ー
チ
形
周
溝
あ
り
・
肋
骨
状

加
工
・
須
恵
器
床

A5
型

須
恵
器
床

の
甕

占 吋
i煮

占 ド
48
点

C-
4号
横
穴
墓

出
雲
4

正
方
形

ア
ー
チ
形
前
半
部
に
周
溝
あ
り
A4
型
長
脚
無
蓋

B2
型

土
師
器
椀

1点

(鍔
,飢
)

占 【

C-
5号
横
穴
墓

出
雲
4
縦
長
長
方
形

(無
袖
)

ア
ー
チ
形

A4
型
(A
3

a・
A5
型
)

甕
破
片

占 い

D-
1号
横
穴
墓

出
雲
5
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
両
側
壁
の
長
さ
違
う

床
面
に
溝
状
加
工

A7
型

直
日
壺

平
瓶
オ
型

金
環
1点

不
明
1点

D-
2号
横
穴
墓

出
雲
4
維
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
両
側
壁
の
長
さ
違
う
 
入

口
付
近
に
中
央
溝
 
石
床

A4
型
(A
5型

)

1点
(鍔
 
91
a鞘

尻
 I
II
尻
留
金
具
)

7点
23
点

(短
頸
。
長
頸
)

D-
3号
横
穴
墓

出
雲
5～
6
縦
長
長
方
形

(右
袖
短
い
)

ア
ー
チ
形

両
例
壁
の
長
さ
違
う
 
前
半

部
こ
平
イ〒
謝
 
助
,状
加
工

A7
・
A8
型

(A
4型
・
不
明
)

甕
破
片

金
環

1点

D-
4号
横
穴
墓

出
雲
5
縦
長
長
方
形

(両
袖
不
明
瞭
)

ア
ー
チ
形

A7
型
(A
6型

)

提
瓶

B3
型

2′
点

金
環

4点

D-
5号
横
穴
墓

出
雲
4
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
右
側
周
溝

A4
型

占 ト
i点

占 い

D-
6号
横
穴
墓

出
雲
6
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
床
面
に
溝
状
加
工
A7
型
A8
型

台
付

A8
型

大
型
直
国
壺
 
直

回
壺
と
蓬
破
片

占 い
i煮

(長
頸
)

無
肩
袋
状

i点

E-
1号
横
穴
墓

出
雲
4～
5
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
床
面
及
び
右
側
壁
に

溝
状
加
工

A4
型
A7
型

Lミ
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2号
横
穴
墓

出
雲
4～
5
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
右
側
周
溝

A6
型

A7
型

占 ト
金
環

i点
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面
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 1
 
天
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形
態
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特
  
徴

副
葬
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《
土
器
》
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不
1高
不
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式
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横
穴
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縦
長
長
方
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ア
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チ
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石
 
床

A7
型

三
底
部

1点

E-
4号
横
穴
墓

不
 
明

不
 
明
奥
壁
の
み
残
存

E-
5号
横
穴
墓

不
 
明

不
 
明
奥
壁
の
み
残
存

E-
6号
横
穴
墓

出
雲
4
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
撰
 
床

A4
型

E-
7号
横
穴
墓

縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形

金
乗

1点

E-
8号
横
穴
墓

縦
長
長
方
形

不
 
明
礫
 
床

F-
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横
大
墓
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雲
5～
6

(出
雲
4)

縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形
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第143図 小浜山横穴墓群 (第 10支群)遺構一覧図 (S=1/160)
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第 6章 小浜山横穴墓群の調査から

今回調査を実施した小浜山横穴墓群は出雲平野の西方にあたり、神門川下流の左岸にある独立丘陵

に開口している。当時は出雲国風上記における神門水海が現在の平野に大きく入り込んでいたと考え

られることから、この丘陵の西狽1は入海が近接していたものと考えられる。

今回、小浜山横穴墓群として調査した横穴墓は35基であるが、調査範囲外にも数基の横穴墓が開口

しているし、この真幸ケ丘丘陵の各所には古くから知られている福知寺山横穴墓群や東谷横穴墓群な

ど、多くの横穴墓が存在しており、丘陵全体が一つの横穴墓群として神門横穴墓群と称されている。

また、神門横穴墓群の東には妙蓮寺山古墳・放れ山古墳・宝塚古墳など横穴式石室をもつ古墳が知

られている。これらの石室を持つ古墳は神門川右岸の大念寺古墳 。上塩冶築山古墳・地蔵山古墳など

の首長墓に次ぐ系列の古墳として捉えられている。また、神戸川右岸の首長墓の背後に位置する丘陵

にも上塩冶横穴墓群があり、神門川を挟んだ両岸のそれぞれに系列をなす古墳と大規模な横穴墓群が

形成されていることが分かる。

このように小浜山横穴墓群も神門横穴墓群の一支群にすぎないわけであるが、しかしながら神門横

穴墓群においては初めて行われた本格的な調査であり、時期や形態にもバリエーションがあることか

ら、神門横穴墓群の大まかな特徴をおそらくは示しているものと思われる。

以下、この横穴墓群のいくつかの特徴について考えてみたい。なお、以後は神門横穴墓群の一支群

として捉え小浜山支群とよぶこととする。

西組古墳群

(出雲大川)

(神門水海)'

壕山古墳

神門横穴辞

0_
「ズ神原]曇三角gttFξl

第144図  出雲平野の主要古墳と横穴墓分布図 (Fえ とのす』19よ り)

● 横穴式石室

雷 ″ (石捨式石室系 )
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第 1節 横穴墓の掘削技法
神門横穴墓群は岩盤が比較的軟質であることもあってか、掘削痕が良好に残っている横穴墓が多く、

調査対象となった小浜山支群も同様に加工状況が観察できる状態であった。このため横穴墓の図化に

あたっては玄室の造墓技法を出来る限り読みとるよう心がけた。ここでは、掘削技法について他の横

穴墓群も含めて整理する。また、掘削技法と玄室形態との関係についてもあわせて検討してみたい。

(1)掘削痕について

小浜山支群において見られる掘削痕は、幅 5～ 8 cmほ どで先端が弧状を呈するものがほとんどであ

った。これを円刃痕と呼ぶこととする。また、床面などによく見られる掘削痕として溝状の掘削痕が

ある。これは幅 2～ 3 cm、 深さ2～ 3 cmほ どの溝が玄室の主軸方向に平行に何条もほどこされるもの

である。これを溝状掘削痕と呼ぶこととする。今回の調査で確定できた加工痕については基本的には

この 2種類である。幅 5 cm程度の先端が平刃の掘削痕と見られるものもあったが、これらを型取りし

て観察したところやはり先端は湾曲していることから、これらも円刃痕の一部であった。工具の数は

各壁の界線や軒の段などの細部にも幅広の円刃痕がのこっていることから、荒彫りから細部の加工ま

で幅広の円刃の工具で行っていると考えられる。横穴墓造墓における工具の数は2,3種類程度であ
ったと考えられる。

(2)掘削技法

次に、前記の工具の特性を組み合わせて行う加工や、特徴的な加工方法を技法として取り上げてお

きたい。

・溝切技法

この技法は溝状の加工を5～ 10cnaほ どの間隔で同じ方向に入れておき、この溝と溝の間の凸部を円

刃の工具でハツル方法である。小

浜山支群 C-1号穴床面では溝状加

工がよく残ってお り(写真 2)、 こ

の方法によって掘削されたものと

思われる。神門横穴墓以外でも地

蔵堂 2支群 1号穴 (松山1994)で は

溝状加工とその間を削 り取った円

刃痕がよく残っている (写真 4・

5)。 小浜山支群B-4号穴の床面

でも溝状加工と円刃痕が残ってい

る。

・肋骨状加工

この技法は天丼から側壁にかけ

て最終的な仕上げの段階での加工
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写真 1 小浜山C-3号穴
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写真 2 小浜山C-1号穴
(清状加工痕 )

写真 4 地蔵堂第 2支群 2号穴
(溝状加工と円刃痕 )

す

写真 3 小浜山B-4号穴
(溝状加工と円刃痕 )

写真 5 地蔵堂第 2支群 2号穴
(円刃痕 )
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方法である。天丼の頂部から左右の側壁に削りおろしていくもので、掘削痕が幅10cmほ どの断面皿状

の溝になる。これが平行に天丼全面に入れられ、天丼頂部の棟線部分にも同じ溝が入れられる。全体

として肋骨状を呈することになる (写真 1)。 小浜山支群A-3・ B-2・ B-1・ B-4・ B-5・ C―

3・ D-3号穴で見られる。神門横穴墓群の他の支群でも類例は多い。

このような加工方法は出雲平野の横穴墓の中では上塩冶横穴墓 (27支群 2号穴)で も見ることが出

来るが、横穴墓の掘り込まれている岩盤が神門横穴墓と同じ疑灰質砂岩であることから、この加工方

法と横穴墓の掘削される岩質とが対応することが分かる。また、出雲平野以外では佐田町尾崎横穴墓

でも見ることが出来る。尾崎 I支群 5号穴は玄室形態が縦長長方形プランで天丼はテント形を呈して

おり、神門横穴墓など出雲平野とは異なる形態をしているが掘削技法は共通している。佐田町には原

山 1号横穴など縦長長方形プランアーチ形で袖が徳利形を呈するものがあり、形態も出雲平野の横穴

墓と共通するものがあり、神西湖南岸の丘陵を挟んで両地域の関係が注意される。

この掘削技法の時期は小浜山支群C-3号穴が最も古い例となる。この横穴墓から出上した杯蓋は

天丼部の周辺のみを削るもので大谷A5類にあたり出雲 4期註1に中でもやや後出するものである。尾

崎横穴墓でもやはりA6類の杯蓋が出上していることから、出雲平野での横穴墓の出現からやや遅れ

てこのような掘削技法が用いられるようである。また、家形の出現は出雲 5期であることから家形の

出現より二足早くこの技法が出現しており、家形に加工するために採用されたわけではないことが分

かる。

第 2節 横穴墓の形態と掘削技法
今回の小浜山横穴墓群の調査では、合計35基の横穴墓を調査した。この横穴墓は比較的軟質な岩盤

に掘削されていたこともあってか、横穴墓の各所に掘削痕がよく残っており、工具の形や大きさなど

が観察できる状態であった。調査においても、このような掘削痕を極力記録にとり横穴墓の造墓の工

程を観察した。調査の中で横穴墓の形態と造墓の方法がある程度対応することがわかった。横穴墓の

分類にあたっては形態と造墓工程という技術的な点を加味して行うこととする。

横穴墓の形態は天丼の形態によつて大きくはアーチ形と家形にわけることができる。以下それぞれ

の形態の特長と典型的な横穴墓について概観しておきたい。

(1)アーチ形

アーチ形としたのはいわゆる蒲鉾形を呈するもので、この横穴墓群では蒲鉾を縦長にし、垂直にな

った面に玄門を設けている。横断面が半円形を呈するが、奥壁は側壁と明確に区別される形で作られ

ており、垂直に立ち上がるものである。なお、前壁については明確な区別をもたないものがある。

アーチ形の中にも細かく見ると、平面プランが正方形と縦長長方形の両者がある。また、掘削技法

においても肋骨状加工のあるものとないものがあり、平面プランと掘削技法を合わせると4タ イプに

分類することができる。
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のとしては小浜山支群C-2号穴・D-2号穴が

あげられる。また、その他の横穴墓群のなかで

は地蔵堂 2支群 1号穴などがある。

第146図 小浜山D-2号穴

小浜山C-2号穴

玄室は、奥幅1.35m。 前幅1.45mで前幅が広くなっている。アーチ形については奥幅の方が広い場

合がほとんどなので、例外的な平面形態である。長さは1,72mで 縦長長方形プランを呈する。奥壁は

高さ0.62mで各壁との界線は明確にされている。前壁は袖部分は明確にされているが、天丼との境は

不明瞭でそのまま羨道へと移行する。このため玄室から羨道にかけての天丼のラインはあまり段差が

ない。床面はほぼ水平に近くやや奥から前へと傾斜する。羨道は床面の中央に細い溝があり、羨門側

の12cm部分が急傾斜している。羨門部では羨道と前庭で20cmの段差ができ、前庭の幅を広くすること

で羨門ができる。閉塞石を受ける割り込み等の加工はない。

各壁は最終的にはかなり平滑に仕上げられているが、幅10cmほ どの円刃の加工痕が右側壁の前側や

床面等でみることができる。

小浜山D-2号穴

前庭は大半が失われているが幅1.15mを 測る。羨道は長さ0.65m。 幅0.68mで 中央には浅い排水溝

が設けられている。

玄室は奥幅1.7m。 前幅1.2mでやや奥が幅広になる羽子板形のプランである。長さは1.84m・ 高さ

1.05mを 測る。奥壁は内傾しているが界線は天丼部を除けば明確にされている。袖は右側が狭いが、

明確に作られている。ただし、左右で袖の位置がずれている。

内部には石床が左側壁に沿って置かれている。大小二つの石材によって構成されるが、それぞれの

大きさがかなり異なっており、かなり異質な感じのする石床で、転用材の可能性も考えられる。両方

ともに両側に縁を持っており、奥側の大型のものは奥が幅広になっている。また、石床と袖との間に

も岩盤と同じ石が置かれている。

地蔵堂 2支群 1号穴

この横穴墓は妙蓮寺山古墳の西側谷奥に位置し13穴からなる横穴墓群である。 2支群 1号穴の玄室

は奥幅1.14m。 長さ2m・ 高さlmを測る。縦長長方形プランで、袖部分が明確に無く徳利状になっ

ている、このため前壁といえる部分はない。奥壁はやや膨らんだ三角形を呈し、垂直に立ち上がり界

線も明確である。床面には各壁に沿って排水溝が造られており、玄門で合流し羨道、前庭へと抜ける。
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玄室床面には礫床が施されている。

玄室の加工状況は、天丼部は上から下へと削り落とすように加工されており、その他の壁は水平方

向に加工されている。

縦長長方形プランアーチ形 (肋骨状加工 )

このタイプの形態的特長は基本的には肋骨状加工を施さないものと共通しており、最終的な仕上げ

の差で分類したものである。小浜山支群ではC-3号穴・D-3号穴がある。

小浜山C-3号穴

玄室は長さ1.93m。 奥幅1.38m・ 前幅0.8m・ 高さ0.95mを測る。平面プランは奥が広く前に向かっ

て徐々に狭まる羽子板状で、袖部分は明確になくカーブしながらそのまま羨道に移行する徳利形であ

る。奥壁はほぼ垂直に立ち上がっており界線も明確である。前壁は袖がわずかしかない徳利形の平面

プランであることからわかるように明確には造られていない。横断はほぼ半円形で天丼形態はアーチ

形である。床面には外周に溝がめぐっており、玄門中央で合流し羨道へと続く。溝の幅は 5～ 10cm

で深さ3.4cmである。

掘削技法としては、天丼は肋骨状の加工が施されており、天丼頂部から両側壁に平行に削り落とさ

れた加工痕が幅10cmの 溝状に残つている。出土した須恵器から肋骨状の加工としては最も古い段階

のものである。

小浜山D-3号穴

この横穴は縦長長方形アーチ形を呈するが、玄室内から出雲 5期の須恵器を出しており、このタイ

プでは新しい時期のものである。玄室平面プランは奥幅の広い羽子板状をしている。奥壁は内湾する

が、しつかり立ち上がっており各壁との界線も明瞭である。前壁は右袖が幅狭になっているが下半に

ついては界線が明瞭にある。床面には排水溝があるが、羨道側壁に沿って、そのまま玄室内に伸びる。

玄室の側壁に沿わずに直線的で玄室中央で終わるなど、かなり簡略化されているといえる。前庭は主

軸が玄室よりやや北に振っている。床面と狽1壁 には閉塞用の溝が設けられているが、羨道と前庭の境

界をなす床面の段より手前にある。天丼は崩落していて分からないが、床面と天丼とでは羨道と前庭

の境がズレていた可能性が考えられる。

玄室天丼は肋骨状の加工がなされており、棟を示す溝もあるが軒を示す加工は施されていない。

正方形プランアーチ形

小浜山B-1・ C-4号穴などアーチ形の中でも正方形プランを呈するものが小浜山支群にはある。

C-4号穴は出雲 4期の須恵器を持つていることから、横穴墓の出現期より平面プランは正方形と縦

長長方形の2者が存在していることになる。ただし、正方形プランアーチ形の数は現状では少ない。

小浜山C-4号穴

前庭は幅0,9m。 長さlmを 測る、もともとは狭長なプランであったと推定される。床面中央には幅

8～ 20cm・ 長さ83cm・ 深さ4cmの排水溝がある。溝の横断はU字形で、底には垂直にあたつた円刃

痕が連続して残っていることから、U字の鍬のようなもので掘削されたものと思われる。
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第147図 正方形プランアーチ形の変遷

羨門は幅0.7mで床面には幅10cm・ 長さ70cm。 深さ2～ 5cmの溝が設けられている。この溝と羨道

床面とでは8cmの高低差がある。この溝は羨道と前庭の溝をつなぐ位置にあることから、閉塞板受

けではなく、排水溝の可能性がある。また、前庭部の羨門付近には横穴墓の掘削されている砂岩のブ

ロックが置かれている。これは閉塞のために使用されたと考えられる。

羨道は前幅0,7m・ 奥幅0,lm・ 長さ0,45m。 高さ0,88mを測り、逆台形のプランである。玄室からの溝

がそのまま側壁に沿って続いており、さらに中央にも溝が設けられている。

この横穴墓でも、羨道には玄門のラインより手前に石を設置して玄室の内外を分けている。幅

30cm・ 高さ30cm程度の石を3個横並びにし、右端の石の上には小さめの石がいくつか置かれている。

これらの石は横穴墓の掘削されている砂岩で、自然石のようにも見えるが加工痕が見られ、特に側面

剤
＝

＝
＝

＝

ｏ
ｄ
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は平らに加工されている。これは玄門の幅に合わせるために石材の幅を調整したためと思われる。こ

の石の機能は明確にはしえなかったが、羨門からは離れているため閉塞施設に関わるものではないよ

うである。玄門のラインを意識して石を設置しているようなので玄室内外を分けるものと考えておき

たい。

玄室は長さ1.92m。 前幅1.63m・ 奥幅2.06m・ 高さ1.05mを測り、開口方向はS-47° Eである。平面

プランはほぼ正方形であるが、奥が広 く徐々に前が狭まる羽子板状を呈する。奥壁は高さ0。9mで界

線は明瞭で、垂直に立ち上がっている。玄室横断は半円形で天丼形態はアーチ形である。前壁も、高

測る。しかしながら天丼から玄門までの幅が 7cmしかなく、奥壁に比べると幅・高さとも小さくな

さ0,81mで界線が明確で垂直に立ち上がり、袖部分も明確に造られており、左袖0.33m。 右袖0.3mを。

と

っていることがわかる。

床面は奥から玄門に向かって 5～ 10度で傾斜している。また、床面の各壁には羨道に延びる溝が施

されている。奥壁より65cm手前から加工され奥壁には達していない。溝は幅 5～ 7cm・ 深さ5cmで

ある。

正方形プランアーチ形 (肋骨状加工)

小浜山支群ではB-1号穴と簡略化されたアーチ形であるがA-1号穴がある。

小浜山B-1号穴

前庭は幅0。 95m、 現存長1.38mを 測る。外に向かって開く台形プランである。羨門は幅0,95mで床

面には幅8cm、 高さ12cmの 閉塞施設を受けるための溝状の加工がある。この加工は中央部ではほとん

ど前庭とフラットな面になっているが、両狽1では深さ10cmの 段がついている。また、羨道床面より

も12cm低 くなっている。羨道は長さ0.9m・ 前幅0。 82m・ 奥幅1.2mを 測る。床面には右半分に径50cm。

深さ15cmの ピット状の加工があり、このピットには玄室からの溝が繋がり、ピットからさらに羨門

まで溝が出ている。この溝は羨道の中央やや右寄りにあり幅15cm・ 深さ5cmである。また床面には

羨門より1.81cm奥に軽い段差がついている。

玄室は前幅1.81m・ 奥幅2.04m。 長さ1.93m・ 高さ1,09mで床面積が比較的広く、奥が広いがほぼ正

方形プランである。開口方向はN-83° Wである。奥壁は高さ0,9mで ほぼ垂直に立ち上がっているが、

上部は側壁との界線が曖味になり内湾している。基本的には奥壁を明確に造っていることから玄室形

態はアーチ形を呈する。前壁は上部はやや内狽1に内湾しているが、ほぼ垂直に立ち上がり、右袖は幅

0.41m、 左袖は0.21mで、玄門頂部から前壁頂部までは16cmと わずかであるが、前壁・天丼との界線

は明確である。

床面には右側壁から右袖に沿って幅12cm・ 深さ5cmの溝が設けられている。この溝は奥壁までは

達しておらず、奥から0。6mの ところが端になっている。また床面は前庭部に比べると水平に近い。

掘削技法としては最終的な仕上げの加工として天丼から側壁にかけては肋骨状加工が見られる。幅 7

～12cmで断面U字形の掘削溝が天丼の中心から床面に向けて平行に施されている。

奥壁もやはりU字形の工具痕が見られる。特に一定の方向に加工しているような様子は見られない。
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アーチ形の特徴

縦長長方形プランアーチ形の特徴としては、平面プランは奥幅が広く、玄門側に徐々に幅狭になる

羽子板状の平面形をなす。また前壁がまったく意識されず、袖部分が徳利状に丸く処理されるものも

ある (地蔵堂 2支群 1号穴)。 前壁は明確に作られていても袖の幅が狭かったり、平面図では明確に袖

が表現されていても、天丼は羨門と玄室との境がなく前壁のつくりはルーズになるものが多い。玄室

の前側ほど作りが簡略化される傾向があるといえる。このような形態の特徴を生む理由としては、玄

室を造る工程として、最初に完成時の玄室の高さと幅で奥壁を完成させ、これに合わせながら前方に

向かって玄室を広げながら掘削する方法が想定される。このために前側が簡略される傾向が生じたの

ではないだろうか。

また、正方形プランも数は少ないが当初より存在していることになる。このプランの差の要因につ

いては分からないが、掘削技法の差は無いようである。

(2)家形

縦長長方形プラン切り妻家形

小浜山支群では天丼形態が家形を呈するものがあるが、その多くは縦長長方形プランである。B―

2号穴が典型例である。また同じ神門横穴墓群の東谷支群でも家形石棺を内蔵する同一形態の玄室が

よく知られており、神門横穴墓群に特徴的な玄室形態であることが分かる。

小浜山B-2号穴

前庭は幅1。 lm～ 1.67mで長さ1.81mを 測る。現状では不整形な床面となっているが、幅1.lmの 長方形

を呈していたと思われる。羨門は羨道床面より6cm低 くなっているが、割 り込み等の加工はない。

羨門左端には径26cmの ピットがあるが、用途は不明である。羨道は幅0。 94m・ 長さ1.09阻・高さ

0.85cmで断面は長方形である。

玄室は前幅1.33m・ 奥幅1.7m。 長さ1.67m・ 高さ1.05mで 、奥が広く前の狭い羽子板形の平面プラ

ンを呈している。開口方向はN-84° Wである。

奥壁は、高さ0.8mで天丼まで直線的に立ち上がり、天丼との界線のない一連の面になっている。こ

のため天丼は切り妻型になっている。側壁は高さが右側壁0.75m・ 左側壁0。7mを測り、垂直に立ち上

がり天丼との境には軒を示す段を有する。この段は幅が一定せず高さもやや上下する粗い造である。

天丼は高さ1.Omと低く、縦断・横断ともやや丸みを持っている。天丼は肋骨状加工によって仕上げら

れており、天丼中央から両側壁に向かって幅10cmの 平行な掘削痕が見られる。前壁は右袖31cm・ 左

袖 8 cmで、玄門から天丼界線まではわずかに数cmで、明確なのは右袖のみである。
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各壁面には整形段階の工具痕がよく残っており、幅10cmの 刃部の丸い工具であることわかる。奥

壁・側壁では水平方向に連続して削っているようである。各壁の界線部分も同じ工具で角付けしてい

ることが分かる。天丼部の肋骨状加工も加工痕の断面がU字形になっていることから同じ工具による

ものと思われる。また、軒の段の加工も先端も丸くなっており同様の工具の可能性がある。

このような天丼形態が切妻になるタイプの家形がネ申門横穴墓には多く、この横穴墓群に特徴的な玄

室形態といってもよい。前壁が明確に造り出されないことや、肋骨状の加工痕などからアーチ形との

共通点が見て取れる。掘削技法や造墓の工程はアーチ形と変わらず、最終段階で軒の加工を施し家形

にしたものと思われる。

寺< ア
ーチ形を原形に

軒の段を付加

横長長方形プラン切り妻家形

神門横穴墓群では横長のプ

ランを呈するものはほとんど

なく、小浜山B-3号穴は例

外的な玄室形態である。

小浜山B-3号穴

前庭は幅1.15m。 長さ2.67m

を測 り前方に傾斜 している。

床面には閉塞石の受ける部分

から、中央と右側壁に沿って

排水用の溝が設けられてい

る。側壁沿いの溝は途中で分

岐している。

この横穴墓では閉塞石が残

っていた。床面に幅0.2m。 長

さ1.15m・ 深さ0.lmの 閉塞石

を受けるために溝状に掘 り込

み、そこに長さH Ocm・ 幅 15

cm。 高さ25cmの 長方形の柱状

の石を台としておき、その上

に閉塞の 2枚の板石をのせて

い る。 閉塞 石 は右側 が幅

45cm。 長さ85cm。 厚さ10cm

を測 り、 2枚並べると台形に

なる。

玄室は前幅2.45m・ 奥幅

2.68m・ 長 さ2.23m。 高 さ

小浜山支群C-3号穴

小浜山支群B-2号穴

第148図 アーチ形からアーチ系家形ヘ
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1.35mを 測 り、前狽」が若干狭

くなるが、ほぼ横長長方形プ

ランである。横長長方形プラ

ンをとるものは今回の調査中

で一例のみである。開口方向

はN-86° Wである。非常に整

美な横穴墓で、全面を最終的

には幅の狭い工具で平滑にし

磨いたような状態になってい

る。

奥壁は高さ80cmで天丼との

境には幅 2cmの 軒の段を有す

るが、天丼にあたる部分の高

さは44cmである。天丼が傾斜

せずに奥壁から直線的に立ち

上がっている。局さが80cmを

したものと思われるが、構造上は

第149図 小浜山B-3号穴

測る奥壁の途中に段を加工したものである。寄棟の天丼形態を意図

切り妻形の天丼になっている。

前壁も奥壁同様であるが、軒の加工段が玄門の上部では幅 2cmで縁取るように加工されている。

狽1壁は右側壁が高さ85cm・ 左狽1壁が高さ80cmで 、幅 2cmの到り込みが水平に加工されている。

天丼は構造的には切り妻形で、側壁から外反ぎみに立ち上がり、横断はやや膨らんだ形になってい

る。また頂部には棟のラインが明瞭にあり、縦断では中央やや奥側が高くその前後にやや傾斜してい

る。この棟の付近の横断が若干深く掘り込まれているのは明確に棟を加工したためと思われる。

この横穴墓は四壁に軒の段を加工していることから、寄せ棟の天丼形態を意識したものであること

が分かるが、奥壁から天丼までが直線的であることや、天丼横断の膨らんだ丸みのある形態は、B―

2号横穴などの切り妻形の天丼と共通した特徴がある。つまりは肋骨状の加工方法と同じ手法による

ものと考えられる。横長プランで非常に整美な加工がされており、この横穴墓群の中では特異なもの

であるが、造墓技術などは共通したものと考えられる。

床面はほぼ水平に造られ、左側に幅90cm・ 高さ8cmのベット状の段がある。このベッドの幅は左

袖幅より大きいためベッドの右側縁が羨道部の段まで延びている。左側壁に沿って、幅0.4m・ 長さ

2.lmの 6枚の石材からなる石床が設置されている。また、右袖から28cmの ところには石床と同じ加

工をした切石が一枚置かれている。この石のみを枕に使用した可能性が考えられる。

切り妻家形の特徴

神門横穴墓群での家形は天丼のほとんどが切り妻になっている。これはアーチ形を原型にし、そこ

から家形へと加工を進めていく造墓技法によるためと思われる。極端な言い方をすればアーチ形を作

-142-



りそれに軒の段を加工し家形にリフォームしている。アーチ形は奥壁を垂直に立て、それに合わせて

天丼頂部から左右に削り込んでいくため、天丼奥狽」がどうしても内傾してこない。軒の段は全周させ

寄せ棟を意識したものもあるが、天丼が切り妻になるのは掘削技法に制約された面があったものと考

えられる。切り妻家形については技術的な系譜からアーチ系の家形と捉えることができる。

縦長長方形プラン寄せ棟家形

神門横穴墓群では 1基の天丼形態が寄せ棟を呈するものがある。

小浜山 I-1号穴

玄室は奥幅1.75m。 前幅1.6m・ 長さ2.25mを 測る縦長長方形プランである。各壁には天丼との境に

軒を示す段があり、天丼は寄せ棟になる四注式になっている。ただし、平面プランが縦長長方形であ

ることや奥壁から天丼にかけての縦断面は奥壁がかなり内傾しており天丼から奥壁にかけては屈曲せ

ず、連続した感じになっている。また、天

井は肋骨状の加工によつて仕上げられてお

り、形態・技法にアーチ形との共通点があ

ることからアーチ形を基本形にしている可

能性がある。

正方形プラン寄せ棟家形

このタイプは出雲西部では上塩冶横穴墓

群でよく見られるもので、他では元権現山

横穴墓群でも知られている。両者はともに

凝灰岩の岩盤に造墓されており、神門横穴

墓群とは地層が異なっている。

上塩冶第17支群11号穴 (門脇 1980)

玄室は長さ2m・ 幅2.lmの正方形プラ

ンである。高さは1.5mを 測 り神門横穴墓

群と比べると天丼が高く、玄室空間が広 く

感じられる。各壁は垂直に立ち上がり、天

井と壁の境は屈曲しており、整備な寄せ棟

になっている。また、天丼部分の高さが低

い。また、加工痕には幅 2cmほ どの盤で

ついたような穴が各所で見られる。これは

荒彫 り段階で細い工具で突 くことで岩盤を

ある程度のブロックで削り落としていった

ものと思われる。このように寄せ棟家形正

方形プランは疑灰岩に掘削されることや、

第150図 小浜山 I-1号穴

第151図  上塩冶横穴墓群第17支群11号横穴

輛 _
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工具痕や掘削工程がアーチ系のものとは大きく異なっているものと考えられる。

(3)その他

ドーム形縦長長方形プランを呈するものがある。しかしながら、これらはいずれも天丼が低く、床

面積の小さい小規模な玄室空間を呈していることから、意図的にドーム状の天丼形態にしたというよ

りもアーチ形の簡略されたものと考えられる。

第 3節 横穴墓の形態と変遷
神門横穴墓群の出現時期は出雲 4期である。上塩冶横穴墓も同じ時期に出現しており、出雲西部で

は松江市や安来市など出雲東部に比べて横穴墓の出現が遅れることになる。

出雲 4期の横穴墓

この時期の横穴墓の玄室形態は縦長長方形プランアーチ形と正方形プランのアーチ形である。天丼

形態はアーチ形にほぼ限られるが、平面プランは正方形・長方形の両方がある。また、細部を見ると

袖が明確にあるものと徳利形を呈するものがある。また玄室床面には四壁に沿って外周には排水溝が

めぐるものがある。

この時期の後半には肋骨状加工を施すものが出てくる。小浜山支群C-3号穴は周辺ヘラ削りによ

る杯身が出土していることから、この技法が横穴墓出現から若干遅れて現れることがわかる。

出雲 5。 6期の横穴墓

この時期には天丼形態が家形のものが現われる。小浜山支群ではB-2・ 3号穴、H-1号穴、 I-1

号穴である。このうち I-1号穴以外の3基は寄せ棟ではなく切妻になっている。

B-2号穴は両側壁には天丼との境に軒をしめす段を設けているが、奥壁にはこのような加工はな

く、天丼は肋骨状加工を施すものである。この横穴墓は軒の加工を除けばほぼアーチ形と変わるとこ

ろがない。おそらくはアーチ形の空間を確保した後に、軒の加工を施し肋骨状加工を行ったものと思

われる。このタイプは東谷支群にも見られるし、上塩冶横穴の27支群にもあり、この時期の主流をな

す形態である。

B-3号穴も一見すると非常に整備な家形に見えるが、軒の段は奥壁にもあるものの天丼は切り妻

である。天丼の横断もやや丸みをもっており、やはリアーチ形の空間から家形に加工したものと思わ

れる。このようにB-3号穴も基本的な造墓技法はアーチ形の延長にある。ただし、このような横長

長方形プランで工具痕を最後には綺麗に消すような整美なものは神門横穴墓群には他に例がない。

また、D-2号穴・B-1号穴のようにアーチ形を呈するものも引き続き造られているが、いずれも

肋骨状の加工が施されている。

また、時期を示す遺物はないが I-1号穴は神門横穴墓群では唯―の寄せ棟の家形である。

-144-



第 4節 石棺・石床・礫床・須恵器床
小浜山支群では石棺 。石床などが内蔵されているものがあるが、ここでは玄室内の施設について簡

単に整理する。

石床・石棺

石床はB-3・ D-2・ E-3号穴で検出されているが、 3者はかなり様相を異にしている。これら

はいずれも出雲 4期の横穴墓で、この段階の石床はそれぞれに個性がある。また石材も横穴墓が掘削

されている岩盤と同じ疑灰質砂岩である。ところが出雲 5期のB-3号穴の石床は上塩冶横穴墓で見

られるものと同じもので、横穴墓群を越えて定型化したものが使用されていることがわかる。石材は

上塩冶横穴墓群で整美な寄せ棟家形が造墓される凝灰岩である。

石棺はG-6号穴で確認されたが箱式石棺の可能性が高 く、石材は凝灰質砂岩である。出雲 4期段

階では家形石棺は使用されていない。H-1号穴は疑灰岩製の横口式の家形石桔が安置され、時期は

出雲 5期である。この家形石棺も上塩冶横穴墓群で見られるものと共通している。出雲 5期になると

上塩冶周辺で凝灰岩製の石床・石棺が製作され、上塩冶横穴墓群以外の横穴墓にもそれらが使用され

ることになる。

礫床・須恵器床

また、玄室床面に施される施設として須恵器床・礫床がいくつか検出されている。須恵器床を持つ

ものはC-3号穴で大甕 1個体の破片が使用されている。その他の例では地蔵堂 2支群 1号穴などが

ある。礫床はE-6号穴で検出された、その他にはやはり地蔵堂 2支群 2号穴に例がある。これらの

横穴墓はいずれも出雲 4期のもので、出雲 5期には続かない。

第 5節 上塩冶横穴墓群との比較
上塩冶横穴墓群は100基を超える島根県下最大規模の横穴墓群である。上塩冶築山古墳や地蔵山古

墳など出雲西部の首長墓の背後にあり、神門横穴墓群とは神門川を挟んで対照的な位置にある横穴墓

群である。ここでは上塩冶横穴墓群の典型的な横穴墓と神門横穴墓群とを比較してみたい。

上塩冶横穴墓群における 2者

上塩冶横穴墓群は疑灰岩の岩盤に造墓されており、軟質な凝灰岩質砂岩に掘削されている神門横穴

墓群とは、造墓されている地層にまず大きな差がある。そこに造られている横穴墓は21支群 3号穴な

どの家形のものが大半である。ただし天丼は寄せ棟になっており、切妻を主とする神門横穴墓群とは

形態的に大きなちがいがある。また、工具痕も幅の狭い突き刺したようなものが見られることから
註2、

硬質な凝灰岩を掘削するための工具の使用や掘削技法が想定される。このように上塩冶横穴墓群では、
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地震・形態 。工具痕など神門横穴墓群とは根本的な違いがあることがわかる。

上塩冶横穴墓群の一帝には凝灰岩質砂岩にも造墓がなされており、27支群 2号穴 (西尾1979)は そ

の一例である。玄室は奥幅2.lm。 長さ2.3mの縦長長方形プランである。天丼は切り妻で肋骨状加工

がなされている。各壁には天丼との境に軒を示す段が加工されており四注式を意識しているものの、

肋骨状加工から分かるように神門横穴墓群と同様にアーチ形を基本形にして造られていることが分か

る。

このように上塩冶横穴墓群では凝灰岩と凝灰質砂岩の地層の差に対応して、形態差や掘削技法の差

が生じていることが分かる。

第152図 上塩冶横穴墓群27支群2号穴

第 6節 小浜山支群について

以上のように出雲平野の横穴墓の特徴を整理してきたが、これらをもとに小浜山支群について検討

を行う。

(1)小浜山支群内の小単位

小浜山支群として調査 した35基 をさらに 7個の小単位に分けA～ Gと した。分類の根拠は平面分布

のまとまりと、横穴墓の高低差によつている。西側斜面ではA群 とB群の間は6.5mあ り平面的に二

つの単位に分けることが出来る。東側斜面ではC群は玄室床面の標高がほぼ14mであるのに対 して、

D群の玄室床面は 1基を除いて15mで、比高差がlmあ ることになる。このような垂直分布の差も造

墓単位を意図的に区分したものととらえることとした。G群は玄室床面が標高12mに あり最も低いレ

ベルのものを一単位とした。F群は同レベルのE群とは平面的に区分することができ、平面的には近

距離のG群 とは比高差がある。F群は現状では2基 しかないが玄室上半 2/3は削平されていること

から、西側にも横穴墓が存在した可能性がある。E群 としたものは上下2段に分布しており、上段は
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D群に下段はG群 として捉えることも出来るが、上段はD-5号穴とE-1号穴間で比高差があること

からD群 と分けることとした。下段については根拠がないが便宜的に上段と合わせてE群 とした。以

上 E群については明確でないものの支群内を 7単位にわけた。また、東側斜面ではC-1号穴の隣に

1段レベルを下げた形で 1基開口している。この横穴墓は以前からよく知られているもので、家形石

棺を内蔵しており、この横穴墓から東には別の一群があると予想される。この小単位をH群 とし、家

形石棺をもつものをH-1号穴としておく。さらに、H群の東側30mに も標高14mあ たりに3基開口

しているものがある。これらが小浜山支群から隙間なく続いているのか別の支群に区分できるのかは、

現】犬では分からないが、これらが従来小浜山横穴墓として周知されてきたものであることから、これ

を I群とする。西側斜面にもB群の北 5mのやや低い位置に開口していない横穴墓が 2基あり(」 群)R3

これら3群を加えると小浜山支群では10単位まで確認できる。これらは、横穴墓群における最小の単

位と考えられる。

(2)小単位について

小浜山支群を10単位に区分したが、次に調査を行ったそれぞれの単位について見ていくこととする。

A群

3基からなるが、造墓途中のものが 1基含まれる。 3基が 1段ずれるように高低差をもって並んで

いる。A-1・ 2号穴とも遺物がほとんどないことや玄室内の風化が著しいことから、両横穴とも玄

室内は完全に掻きだされ一定期間開口していたものと思われる。A-2号穴が造墓途中のまま終わっ

た理由は不明であるが、硬質な岩盤等にあたつた形跡はない。造墓の順は不明である。この丘陵自体

かなり後世の改変やがけ崩れを起こしており、A-1号穴は羨門から前庭部の間は完全に失われてい

る。A-1号穴は土器が出土していないが、玄室が縦長長方形プランのアーチ形で徳利形の袖部をも

ち、床面には排水溝が全周するなど古い様相をもっており肋骨状加工など新 しい様相がないことから、

出雲 4期の可能性が高い。A群は出雲 4か ら5期 に形成された一群である。

B群

5基からなり、ほぼ同レベルに並んでいるが、隣り合う横穴は弱冠高さを変えており,一穴おきに

同レベルとなることがわかる。丘陵自体が改変しており前庭部が残るものが少ないなか、この一群は

1基を除き比較的良好に前庭部が残存している。

B群 も遺物の残 りが悪いことから、後世の改変が及んでいると思われる。B-3号穴は閉塞石が残

っているがその上部の一部は破壊されており、その部分は前庭部の床面近 くで検出されている (第 21

図の上層断面図にあるもの)。 おそらく前庭部の上は一度完全に取 り除かれたものと思われる。閉塞

石も後世の改変時に動かされている可能性もある。

B-3号穴は出雲 5期から6期の須恵器が出土するが石床上にいずれの時期の須恵器も出上してい

ることから、出雲 6期の造墓である可能性が高い。その他の横穴墓からは出雲 6期でも新しい段階の

須恵器が伴うことから、B群は出雲 6期 を中心に形成された支群中最も新しい一群である。B-5号

穴も肋骨状加工があることからほぼ同じ時期と考えられる。
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C群

5基がほぼ同一の高さに並んでいる。東側斜面もかなりがけ崩れを起こしているが、前庭の一部が

残存している。いずれの横穴墓からも、他の小単位に比べて遣物が多く残っていたが、未盗掘の状況

を示すものがあるのかは確実ではない。C-3号穴は調査 したなかで唯一須恵器床を持つものである

が (第43図 p49)、 大甕は破粋され10cm前後の破片が敷き詰められていたが、重なり合う部分や隙間が

多 く見られることや、同一個体の破片が羨道から前庭にかけての高い位置から出上して
いることから、

改変を受けている可能性が高い。また、前庭部の床面付近の石も疑灰質砂岩で軟質なこともあり、ど

こまでが同一のブロックか判別がつかないほどかなり風化 していた。一定期間開口していた可能性も

あり、これらの石もその段階で崩落したものである可能性もある。

C-2・ 5号穴では羨道部に岩盤を加工した人頭よりやや大きな石を並べており、石の玄室側の面

がちょうど玄門のラインに揃うように配置されている。またそれぞれの石の側面はカットされ垂直な

面になっていることから、玄門幅に収まるよう大きさが整えられている。おそらく閉塞をする段階な

どで、この玄門のラインが意識されていた可能性がある。B-3号穴でもこの部分が段をつけている。

C群では須恵器を伴うものはすべて出雲 4期のものである。支群中最も早くに形成された一群である。

C-1号穴は袖がつくられておらず、床面の溝状加工が深く残ることから造墓途中の可能性もある。

刀子が 1点のみ出上している。

D群

6基からなる。この支群から西側については丘陵自体の崩落が激しく、D群 も前庭部をわずかに残

すものがあつても床面のみで、多くは羨門から前庭にかけては失われている。このため玄室内には崩

落以後にかなりの流入上があったようで、岩盤の礫を含んだり岩盤が風化したような砂質土がかなり

堆積している。D-2号穴では大半が岩盤の風化した砂質上であり、その下には崩落時の岩盤を含む

層がある。丘陵が崩れ開口した後に急速に岩盤の風化土が堆積したものと思われる。この横穴墓では

丘陵崩落後は改変を受けなかったようで、追物の残存状態がよかつた。その他の横穴墓についてはあ

まり遺物の残存状態はよくはなく、比較的多く土器が出土したD-3号穴も岩盤崩落時の礫が残って

おらず、全体的にしまりのない土が堆積していたことから崩落後にかなり改変を受けたものと考えら

れる。このように多くのものは丘陵崩落によつて開口し遺物の多くは失われている可能性が高い。

E群

8基が 2段にわたつて分布する。このあたりが最も崩壊が著しく、玄室の床面を残すのみのものが

大半である。

E群上段は出雲 5期の須恵器を持つものが多いのに対し、下段はE-6号穴で出雲 4期の須恵器が

伴い、E-6・ 8号穴では古い様相である礫床をもつことから、E群下段は上段とは別の小単位であ

る可能性が高い。E群のさらに下段のG群に出雲 4期の須恵器をもつものがあることから、G群 とと

もに一群を形成している可能性もある。

F群

東側斜面の南端に位置しており2基を検出したが、いずれも上半分は残っていない。各小単位は数

基からなるものが多いため、これ以外にもすでに完全に削平されたものもあるかもしれない。また、
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表 3 小浜山支群一覧表

F-1号穴は天丼の岩盤が玄室内に落ち込んでいることや、須恵器についても多くが残っており原位

置を保つているようなので、天丼が玄室内に崩落したことによって、後世の改変を免れたようである。

時期は2基とも出雲 5期である。

G群

E群の下段に位置しており、やはり崩壊が著しく天丼はほとんど残っていない。このあたりは傾斜
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が緩やかになっており、G-4号穴の床面には古墓が後世つ くられていることから、自然の崩壊に加

え近世以降墓地として加工されたものと思われる。

この支群中のG-6号穴には箱式石棺と推定される構が備えられている。天丼石は残っていなかっ

たが、G-6号穴前方の丘陵斜面にはかなり風化していたが板石が一枚転落しており、これが天丼石

と思われることから箱式石棺の可能性が高い。

時期は、須恵器の出土しているG-2・ 6号穴はいずれも出雲 4期であることや、時期のわからない

ものも長方形プランのアーチ形であることから、多 くは出雲 4期 に形成された一群である可能性が高

しヽ。

(3)小浜山横穴墓群の群構成

小浜山支群のうち発掘調査した35基の横穴墓を視覚的にA～ Gま での 7つの小群に分けたが、ここ

ではそれぞれの小単位の特徴を、時期変遷・副葬品・棺などの様相から、検討してみることとする。

変遷

各小単位の時期を見てみると、A群は出雲 5期、B群は出雲 5期・6期、C群は出雲 4期、D群は

出雲 4～ 6期、E群は上段が 4期・5期で下段は出雲 4期、F群は出雲 5期、G群は出雲 4期の横穴

墓で構成されている。

少し詳しく見るとC群・E群下段・G群は時期がわかるものはいずれも出雲 4期であり、小浜山支

群の中では最初に造墓された一群である。また、B群は出雲 5期の須恵器を弱冠含むが、多くは出雲

6期でつまみとかえりを持つC型の蓋が出ていることから、出雲 6期を中心とする最も新しい一群で

あるといえる。

D群は最も時期幅があるが出雲 6期 と思われるのはD-3号穴の4点 (第69図 2・ 4。 10、 第70図 12)

とD-6号穴の 1点 (第 83図

3)で あることから、出雲 4

から5期にかけての一群と考

えられる。

一部重なる部分 もあろう

が、おおよそ C群 ・E群下

段・G群 (出 雲 4期 )が まず

形成され、つぎにD群 。E群

上段 (出雲 4・ 5期 )、 やや遅

れてA群・F群 (出雲 5期 )、

最後にB群 (出 雲 5・ 6期 )

の順に支群が形成されたもの

と考えられる。それぞれの小

単位は、それぞれが異なる時

出雲 4期 出雲 5期 出雲 6期

C群

E群下段

G群

E群上段

A群

D群

F群

B群
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第153図 小浜山支群における石棺・石床・刀剣の分布

期からなる横穴墓によって構成されるのではなく、ほぼ同じ時期の横穴墓から構成されていることに

なる。つまり、小単位ごとに時間差があり、段階ごとに墓域を決めて横穴墓を造墓し、続 く段階には

新たに墓域を設定し造墓を続けていくことになる。

小単位の階層性

小浜山支群では玄室内に石棺 。石床を備えるものがある。石床はB-3号穴・D-2号穴・E-3号

穴の 3穴でそれぞれ 1基の石床をもつ。また、石棺はG-6号穴に箱式石棺が、未調査部分のH-1号

穴に横口式の家形石棺が備えられている。数基からなる小単位には石床ないしは石棺をもつ横穴墓 1

基が、比較的高い割合で含まれているといえる。これら石棺・石床をもつものは鉄刀や装飾付大刀を

持つものがあることから、小単位中の盟主的な位置にあると思われる。石棺・石床をもつ横穴墓を含

ヽ
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まないC群ではC-4号穴が鉄剣を持つなど副葬品において他の横穴墓に比べ高いランクにあること

から、各小単位に盟主的な横穴墓の存在を認めることができる。また、石棺についてはG-6号穴が

出雲 4期、H-1号穴が出雲 5期 と時期ごとに見ると1基ずつしかないことや、G-6号穴は装飾大刀

を含むなど副葬品も高いレベルのものを持つことから、石棺を備える横穴墓は小単位を超えた支群単

位の盟主墓となる可能性がある。石棺をもつ小単位、石床をもつ小単位、いずれも持たない小単位の

順に階層性があつたものと考えられる。また、それぞれの盟主墓は、小単位を構成する横穴墓に時期

差がある場合は、B-3・ D-2号穴のように古い段階に造墓されている傾向があり、盟主墓の造墓が

小単位の形成の契機になっているものと思われる。

神門横穴墓群では丘陵の尾根ごと、あるいは同一斜面でもレベルを変えるなどして、視覚的には支

群を抽出することができる。ただし、これは現在開口しているものから便宜的にグループ分けしたも

のであり、今後の調査によっては再編しなおす必要があることはいうまでもない。小浜山支群につい

ても北狽1斜面 (A・ B・ 」群)と 南側斜面 (C～ H・ I群 )を 同じ一群としてよいかなど、横穴墓から

集団単位を導き出すような分類は今後の課題である。

註 1 須恵器の時期については大谷編年 (大谷1994)に よる。

註 2 西尾らはこれをッルハシ状工具による刺突痕としている。

註 3 1・ 」群など支群の東側の一群は標高が低い位置に開日している小浜山支群の東側の支群である梶谷徳次宅裏

の一群 (19穴が確認されている)も 低い位置にあり、このあたりの横穴墓が東側ほど標高が下がる傾向がある。

これは横穴墓掘削に適した岩盤が東側に傾斜していることによる可能性がある。
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第 7章 神門横λ墓群について

第 1節 神門横丈墓群研究史
第 3章では神門横穴墓群の現在の状況を整理した。その過程において、支群名が微妙に変化してき

ているもののあることが判り、第 3章で示した支群名を同一の見解としたい。またこれを元に過去の

研究史を紐解いてゆく。筆者の至らぬため文献を見落としたものもあるかと思われるが許していただ

きたい。

最も古くから知られている福知寺山横穴墓群
註,は
、大正14年刊行の「島根縣史 四古墳」に、「福知

寺墳穴」として記載され、当時開口しているもの33穴、うち山陰鉄道線路用上取りのために10数穴が

破壊されたとある。また横穴と考えられるような場所が10数ケ所あり、総数約50穴にも及ぶ一大墳穴

群地なり、と記してある。また数穴の詳細な記述が載せてある。ひとつは線刻が施されたもので、そ

の論究にも及んでおり、被葬者の記念銘としている。しかし福知寺住職の労力及ばず、大正12年、調

査のため充填した土砂を取り除くと松樹根により壁面が崩壊していた、と記してあり、現在では線刻

をもつ横穴墓は確認されていない。次に二室以上連結する横穴として 3例 6穴紹介してある。最後に

石棺を有する横穴墓の紹介があり、これは梅原末治・石倉I軍榮両氏の論文註
2を
抄出するとあり、さら

に逆戻った記述である。この横穴は当該横穴墓内唯一石棺を有するものである。前記した山陰鉄道線

路用土取りの際に露出したもので、羨道部の右側壁はその時破壊されている。出土遺物としては、前

記した線刻のある横穴墓から直刀三振り、出土地不明なものとして土器類・耳環 。勾玉等としている。

その後昭和に入り神門村において村誌が昭和31年に刊行され、小浜に面したところに昭和20年 8月

に松根を掘り採る時10ケ所ばかり露呈し、小浜に寺山と名づけたるところに3穴、東谷の風呂下谷を

西へ上りその西腹に 1穴、殿奥にも横穴あり、城平山の東南端の土取り時に数穴発見したとある。そ

して最も多くの横穴墓が存在するのは福知寺後と記載してある。小浜に面したところは小浜山横穴墓

群、寺山と名づけたるところは小浜寺山横穴墓群、福知寺後としたのは福知寺山横穴墓群と対応でき

るが、あとの3ケ 所のうち、前の2ヶ 所は三成範夫宅裏横穴墓群の所在する小丘陵から梶谷徳次宅裏

横穴墓群が所在する小丘陵の間の谷部に存在する横穴墓を指しているものと考えられる。また城平山

は智伊神社の所在する山である。

池田満雄は昭和35年に「出雲市の文化財 第二集」で福知寺山横穴群として約20穴が現存し、崩壊

したもの、未開国のもの相当数としており、うち3穴を紹介している。 1号穴は石棺を有するもの、

2号穴は横穴群中最上部に位置する四注式妻入りのもので、 3号穴は西方の比較的下方にある縦長形

(縦長長方形)。 板カマボコ形(ア ーチ形)を呈する、当該横穴墓の多くがこのタイプであるというもの

である。現在ではこの 1号穴を 1号穴としたが、 2・ 3号穴はどれと対応するのかまたは埋没してい

るのかは不明である。また「福知寺山と谷一つへだてたマキチン坂に面する山の腹にも五穴並列した

横穴群がある」と記載されている。当該書には、福知寺山横穴墓群で出上した遺物が掲載されている。

出土地は不明であるが、須恵器の有蓋高杯・低脚無蓋高杯または高台付杯・腿の破片・大刀 (鍔 )・ 刀

子など
註3で
、須恵器の時期は山陰須恵器形式四期の中で第Ⅲ期後半から第Ⅳ期

註4にかけてとしている。

「出雲市の文化財 第二集」、の発刊直後、第 1支群は福知寺山横穴群として市指定の文化財に認定
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された註
5。

昭和37年、文化財保護委員会が全国の追跡台帳の作成を企画し、島根県教育委員会が各地区の調査

員に委託して遺跡目録を作成している。それには福知寺横穴群を1～ 3号穴として載せている。また

3号穴の出土遺物として福知寺保管のものを載せているが、前掲書 (池田1960)に は全て出土地不明

としてあるもので、混乱をきたしているようである。その他、小浜山横穴・小浜岩山横穴 。小浜寺山

横穴がそれぞれ掲載されており、小浜岩山横穴と小浜寺山横穴の主要文献として先に掲載した「神門

村誌」を揚げているが、これに記載されているのは小浜岩山横穴ではなく、小浜山横穴墓群の方であ

り、これも混乱をきたしているようである。また小浜寺山横穴墓群からは耳環 (銅 )が 2点出上した

とある。

以上のように当時までは、真幸ケ丘丘陵には福知寺の裏山以外には横穴墓が点在しているにすぎず、

丘陵全体としては捉えられていなかった。

昭和49年島根県は「埋蔵文化財包蔵地調査カード」遺跡台帳の作成を行っている。カードには所在

地・名称などのほか、立地 。範囲・形態 。時代 。遺構・特徴 。出土品とその所蔵地などが記載できる

ようになっている。神門横穴墓群の調査は西尾克己を中心とするメンバーによって行われ、福知寺山

横穴墓群以外の未知の横穴墓を精力的に調査されている。初出のものは、山本陽一郎宅裏横穴墓群・

三成範夫宅裏横穴墓群 。東谷北横穴墓 。東谷横穴墓群・マキチン坂横穴墓群・梶谷徳治宅裏横穴墓

群・真幸が丘西横穴墓で、 8支群51穴の存在を確認している。これにより真幸ケ丘の丘陵には多くの

横穴墓が築かれていることが明らかとなった。福知寺横穴墓群は「福知寺土娠墓」としたカードの略

図に7基の横穴墓の配置が言己載されており、三成範夫宅裏横穴墓群は 1枚のカードに5穴の横穴墓の

配置と1穴だけ略図を記録し、特徴を記載している。残りの 6つの横穴墓群は、各横穴墓群の配置図

を記載したカードのほか、山本陽一郎宅裏横穴墓群は 9穴、東谷北横穴墓は 1穴、東谷横穴墓群は 9

穴、マキチン坂横穴墓群は4穴、梶谷徳治宅裏横穴墓群は15穴、真幸が丘西横穴墓は 1穴の各横穴墓

のカード作成を行い、遺構略図・特徴 。出土遺物などを記録している。以後はこのカードを基本に報

告が行われており、今回も同様にこのカードを基礎としている。

昭和53年には文化庁からの依頼により、前記した昭和37年作成の追跡目録を追加補正した地図が公

刊された。神門横穴墓群としての範囲が初めて囲まれ、11の支群が掲載された。小浜岩山横穴群は小

浜寺山横穴墓群の西に記載されている。

昭和55年、西尾は「出雲 。上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財調査報告」の中で、出雲平野におけ

る古墳分布図のなかで、真幸ケ丘の丘陵を囲つた範囲を初めて神門横穴群としている。また前掲の追

跡地図をほぼ踏襲している出雲市内の横穴一覧を掲載した。しかし真幸が丘西横穴群とあったのを真

幸が丘横穴群とし、小浜山横穴群とあったのを小浜横穴群としている。

昭和57年「えとのす 19」 において西尾・大国晴雄は神門横穴群と総称して真幸ケ丘の丘陵に分布

する横穴墓群を紹介している。

昭和62年島根県教育委員会が作成した「島根県遺跡地図 I(出雲・隠岐編)」 は前記した追跡台帳カ

ードの成果が記載してある。福知寺横穴群は20穴以上、三成範夫宅裏横穴群は 5穴、マキチン坂横穴
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群は4穴以上、梶谷徳次宅裏横穴群は15穴以上、小浜山横穴群は3穴が存在し、真幸が丘西横穴群は

1穴以上存在し現存は 1穴としてある。山本陽一郎宅裏横穴群と東谷横穴群として各 9穴の、東谷北

横穴として 1穴の横穴墓の概要を掲載している。東谷横穴群は5号穴が整正家形妻入、 8・ 9号穴は

家形妻入で、あとは蒲鉾形とし、山本陽一朗宅裏横穴群は8号穴は不明であるが、 3号穴は整正家形

妻入で、あとは蒲鉾形とし、東谷北横穴は蒲鉾形と紹介してある。小浜寺山横穴群の詳細は記してい

ない。小浜岩山横穴群は所在不明と記載してある。また、マキチン坂横穴群の位置が、今回新発見と

したマキチン坂裏横穴墓群狽↓1/Jヽ丘陵西側面)におとしてあり、まちがいである。

以上のように、昭和49年に追跡台帳カードが作成されてから、真幸ヶ丘の丘陵には多くの横穴墓が

群を成して形成され、一大横穴墓群を成すことが認識された。それ以後、これらを神門横穴墓群と総

称し、神戸川を挟んだ東に位置する上塩冶横穴墓群と対峙することが明らかとなってきた。

そして平成 4年、小浜山横穴墓群35穴の本調査を行った。平成 5年出雲市教育委員会で作成した

「出雲市遺跡地図」には、福知寺山横穴墓群を福知寺横穴墓群と、真幸ケ丘横穴墓群を真幸ケ丘西横

穴墓群としている。また、マキチン坂横穴墓群の位置を前掲書と同様まちがえている。小浜山横穴墓

群は消滅となっているが一部は残存している。

榊門横穴墓群の分布調査以外にも西尾を中心とした以下のような研究がある。

以前から神門横穴墓群では、玄室形態が蒲鉾形 (平面形態縦長長方形で天丼形態アーチ形)を呈す

る横穴墓が多いことが知られていた。

平成 4年、「湖陵町誌研究 1」 において西尾 。原田敏照・守岡正司は出雲西部の横穴墓の様相を論

究している。神門横穴墓群として、古くから知られているが実態は不明であるとする。しかしⅢ期の

横穴墓の例として福知寺横穴墓群、梶谷徳次宅裏横穴墓群を、Ⅳ期の横穴墓の例として東谷横穴墓群

9号穴、小浜山横穴墓群 l号穴 (H-1号穴)を挙げている。福知寺山横穴墓群 (池田 1960)以外は、

平成 3年に西尾・原田の両氏が精力的に神門横穴墓群の実測・調査を行っており、その資料註6でぁる。

Ⅲ期の横穴墓は資料数が少なくその共通する特徴を取り上げたにすぎないが、Ⅳ期の横穴墓は出雲西

部を三地域にその特徴を分けている。またⅢ期の横穴墓は縦長長方形 。アーチ形の形態をとるものの

みであるのに対し、Ⅳ期の横穴墓は新たに平面形態に正方形のもの、天丼形態に三角断面形 (こ の形

態は神戸川下流域・神西湖周辺では見られない)。 家形のものが見られるようになり、多種多様であ

るとしている。横穴墓に残る加工痕についても言及しており、U字形鋤状工具 (平刃状加工痕)で棟

線を中心に天丼から左右の壁を削った痕が肋骨状を呈する特徴をもつ加工痕を肋骨状加工痕として、

その分布状況にまで及んでいる。

以上見てきたように、昭和49年作成の遺跡台帳により神門横穴墓群の基礎資料は作成された。これ

以後の西尾氏の調査・研究は体系的なものとなり、横穴墓の研究の基礎を築き上げ、評価されるもの

である。今回の分布調査による再検討も西尾氏の成果を基礎にして協力を得ながら行った。

第 3章で記したように今回の分布調査において、 2支群H穴を新たに発見した。それによって第 3
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章で掲示した通 り現況で第12支群までを示した。

第 2節 神門横穴墓群各支群の概要
神門横穴墓群を現況で12支群123穴確認した。現状では各横穴墓群の詳細は不明であるため、今ま

でに支群として捉えられてきたものを含め、各支群は自然地形を利用してグルーピングしたものであ

る。そのうち35穴 (第 10支群A～ G群 )を今回調査したのであるが表 2にその一覧表を、第143図 にそ

の遺構一覧図を掲載した。残りの88穴 (第 1～ 9支群・第10支群H～ 」群 。第H。 12支群)は表 5に

一覧表
註7と し、第154・ 155図 には第 1～ 12支群の各横穴墓の配置図を、第156～ 163図 には17穴の遺構

実測図を、第165図 にはその遺構一覧図を掲載している。一覧表等の作成に当たっては、昭和49年作

成の遺跡台帳及び原田敏照が平成 3年に神門横穴墓群を踏査した際の調査記録を、西尾 。原田両氏の

多大なるご厚意により利用させて頂いた。各横穴墓の名称は今回新発見資料以外は遺跡台帳カード記載

の名称と対応している。以下は一覧表では表記できなかった事実確認等を第 1支群から順次記述する。

第 1支群 (福知寺山横穴墓群)

当該支群は、福知寺の裏山に集中する支群で、計19基を今回確認した。福知寺本堂裏の崖面に位置

する 1号穴、裏山中腹から頂部にかけて集中する2～ 17号穴、福知寺庫裡裏の崖面に位置する18

号穴、福知寺墓地の裏山中腹に位置する 19号穴というように4つの小支群を形成している。標高20

～28m内 にこれらは分布する。裏山中腹から頂部にかけて集中する16穴は、頂部やや下に2号穴が位

置し、約 lm南下に3号穴が位置し、 4～ 7号穴が約 lm間隔で位置する́。 7号穴から数m西で 8・

9号穴が、 9号穴から西へ 11・ 12号穴が位置し、 10号穴はこれら2穴の一段上に位置する。頂部

を巡るように西へ往 くと16号穴、その上段に 17号穴が位置する。 13～ 15号穴は 5～ 7号穴の一

段下に約 lm間隔で位置する。以上のように裏山中腹から頂部にかけて集中する16穴は更に小さな群

を作るようである。 1号穴は組合式家形石棺を北側壁に密着させ西寄りに設置している。床石には 3

枚の切石を並べ、短側側には断面 L字状の石を立て、その上に屋根形の 1枚石を載せている。最大高

85cm、 床石長170cm、 床石幅50cm、 蓋石長180cm、 蓋石幅60cmを 測る。

野津佐馬之助が「島根縣史 四 古墳」でも記述しているように、玄室内部で連結している横穴墓が

存在する註8。 これらは新しい方の横穴墓を掘削する際に切り合って開けられたものと考えるのが筋で

はあるが、横穴墓掘削時に開けられたものか、破壊口が新しそうでもあるので後世に開けられたもの

であるのかは未調査である。

第 2支群 (山本陽一郎宅裏横穴墓群)

当該支群は、第 1支群と同じ丘陵の反対北側斜面の中腹、標高15～ 23m内 に所在する。今回10基 を

確認した。 l・ 2号穴は当該支群の最西端で高所に位置し、 3～ 5号穴は 1・ 2号穴と開口部を斜め

ではあるが向かい合わせに位置し、その東の小丘陵の先端付近に位置する 6・ 7号穴、そして 6・ 7
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第154図 神門横穴墓群各横穴墓配置図 1(S=1/1000)
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第155図 神門横穴墓群各横穴墓配置図 2(S=1/1000 ただし第11支群のみS=1/2500)
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第 1支群 15号穴

第156図 神門横穴墓群遺構実測図 1(S=1/40)

第1支群 1号穴

0                  2m

〔上段 :原田原図 下段 :池田図加筆転載〕

第1支群 9号穴

…
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第 1支群 5号穴

第 1支群 11号穴

|

第157図 神門横穴墓群遺構実測図2(S=1/40)〔上段 :原田原図〕
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第 2支群 3号穴

|

第158図 神門横穴墓群遺構実測図3(S=1/40)〔 原田原図〕

号穴とは小丘陵の反対面で山本陽一郎宅裏に位置する8。 10号穴、最後に真幸ヶ丘の最東北に位置

する9号穴は崖面である。以上のように当該支群もまた小支群に分かれるようである。3号穴は石床

を左側壁沿いに設置している。第158図 には4枚の切石が並べられているが、現状では一番前にある

石が抜かれている(写 15)。 一枚の石は断面をL字状に加工して縁を作り出しており、他の石も右側が

若干膨れているので、元来縁のあったものと考えられる。長さ200cm、 幅45cmを 測る。空間には2個

の石が無造作に置かれ、もう一個体石床があったものと考えられる。この一つの石は第158図 には玄

上

ヽ

／

-162-



第 6支群 5号穴

第 6支群 7号穴

/

第159図 神門横穴墓群遺構実測図4(S=1/40)〔 原田原図〕

門付近にあるが、現状では玄室中央まで動いている(写 16)。

第 3支群 (神田工業倉庫裏横穴墓群)

当該支群は今回の分布調査により発見した支群で、今回8基を確認した。標高10～ 20m内 に分布し

ている。1～ 4号穴は谷部の奥まった所に5m以上もの間隔を空けて造られており、 5・ 8号穴と6

号穴と7号穴はぽつんと離れている。 1・ 2号穴間にはまだ横穴墓が存在しているようであり、当該

支群はもう少し詳細に探索すればまだ見つかりそうである。
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第 6支群 8号穴

＼

T
下

第 6支群 9号穴

0                   2m
|

第160図 神門横穴墓群遺構実測図 5
(S=1/40)〔西尾原図〕

第 4支群 (三成範夫宅裏横穴墓群)

当該支群は、現在の崖面に5穴が連続し

て標高20m位 に造墓されているらしいが、

地元の風評により現在は見ることが出来な

い。また現在三成範夫宅は存在しない。昭

和49年の追跡台帳には、開口していた 1穴

(1号穴)の記述が成されている。ただし5

穴のうちどの横穴墓に当たるかの記述はな

ヤヽ。

第 5支群 (東谷北横穴墓群)

当該支群は、 1穴のみ存在する横穴墓で

ある。標高30m弱で頂部から数m下がつた所

に位置する。その頂部付近には第 1支群17

号穴のようにマウンドを有するような箇所

がある。

第 6支群 (東谷横穴墓群)

当該支群は、標高20～ 25mに分布し、今

回 9基を確認した。 1～ 4号穴、 5～ 7号

穴、 8・ 9号穴の 3つの小支群を形成して

いる。 2号穴には昭和49年遺跡台帳による

と石床の一部が残存し、蓋石が外へ流出し

ていたと記録してあるが、現在は確認でき

なかった。 5号穴は組合式家形石棺を右側

壁沿いに設置している。床石には4枚の切

石を並べ、短側側には断面 L字状の石を立

て、その上に頂部は丸みを帯びた屋根形の

1枚石を載せている。最大高90cm、 狽1石厚

13～ 16cm、 床石長170cm、 床石幅70cm、 床

石厚10～ 15cm、 蓋石長200cm、 蓋石幅65cm、

蓋石厚24cmを測る。 9号穴は石床を右狽1壁

沿いに設置している。風化が著しいが、長

さ165cm、 幅45～ 65cm、 厚さ7～ 1lcmを 測

る。当該横穴墓から出土 している須恵器

(第 164図 )は出雲 5期のものである。

〒
一
下

―

ゞ
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第 7支群

2号穴

第 7支群

4号穴

ふ

第 9支群 12号穴

0                            21

オ
∴

性

う

ヽ

第161図 神門横穴墓群遺構実測図6(S=1/40)〔 原田原図〕



第10支群

H-1号穴

第10支群

I-1号穴

イ

第162図 神門横穴墓群遺構実測図7(S=1/40)〔 原田原図〕

第 7支群 (マキチン坂横穴墓群)

当該支群は、小さな谷を隔てて第 6支群と向かい合わせるように造墓されている。標高10～ 13m内

で、 1・ 2・ 4号穴は lm間隔で並び、 3号穴は若干南の高い位置を占める。 3号穴の左奥は広がつ

ており、 5号穴と繁がるようである。その間隔で 5号穴の開口部を探したが付近は伐採木が多く見つ

けることが出来なかった。また 1号穴と2号穴はそれぞれの玄室側壁が全開状態で繋がっている。

＼ＴＬ‐，Ｊ
ｎ ヽ

州|
印

Ｎ 式
一|
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千

第163図 神門横穴墓群遺構実測図 8(S=1

第 6支群 9号穴

第10支群 H-1号穴

1号穴

―③

第 6支群 不明

第164図 神門横穴墓群出土遺物実測図 (土器S=1/3 耳環S=1/1)
〔第 6支群 :原田原図 第10支群 :西尾原図〕

/40)〔西尾原図〕

第 6支群 9号穴
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明
瞭
、
側
壁
に
軒
線
あ
り
、
奥
壁

ヶ十
亡
寺
 
ギ
上
サr
れ
口
下
痘

琢
璽
の
み
7B
t仔

4号
穴
と
穴
で
繋
が
る

4七
八

長
さ
21
0以
上
、
幅
10
5

縦
長
長
方
形
ア
ー
テ
形
天
丼
に
加
工
反
娠
存

玄
室
の
み
残
仔
、
土
砂
流
入
の
た
め
言キ
糸H

不
明
 3
号
穴
ル
穴
で
繋
が
る

5号
穴

長
さ
16
5、
幅
91
、
高
さ
98
[玄
門
幅
90
、
玄
門
高
10
0J
長
さ
22
0、
奥
幅
17
0、
副

鱚
lh
氏
イオ
獅
4R
/F
納
lh
】
菫
壁
高
95
 
高
さ
12
5

縦
長
長
万
形

切
妻
家
形
組
合
式
家
形
石
福
、
外
繰
明
原
、
判
壁
に
軒

繰
ふ
り
 H
t
tt
i直
立
、
肋
骨
状
加
工

遺
構
実
決
」図
あ
り

6号
穴

[開
口
部
高
58
J長
さ
94
[玄
門
幅
78
]長
さ
20
5、
幅
17
0～
18
0

組
長
長
力
形

(芹
袖
短
い
)

ア
ー
チ
形
界
線
や
や
不
明
瞭

て
斗
J『
力
RT
痛

開
日
部
が
左
吾
り

7号
穴
と
穴
で
繋
が
る

7号
只
長
さ
15
5、
幅
85
、
高
さ
55

～
65

[玄
門
幅
95
、
玄
門
高
65
]長
さ
26
0、
奥
幅
19
0、
前

幅
1石
o(
オ
袖
27
、
た
袖
35
)、
真
壁
高
9o
、
高
さ
H5

縦
長
長
方
形

ア
ー
テ
形
外
線
や
や
不
明
僚

H力
骨
状
加
工

6号
穴
と
穴
で
素
が
る

書
構
窯
測
図
あ
り

8号
水

現
仔
長
22
、
 
中邑
93

長
さ
17
5、
奥
幅
18
5、
奥
壁
高
90

正
方
形

寄
棟
家
形
天
丼
に
10
cm
前
後
の
加
工
反

遺
構
実
預
」図
あ
り

ま
深
で
祈
づ
l■
た
し

9号
穴

幅
80

[玄
門
幅
85
]長
さ
20
0、
奥
幅
19
0、
前
幅
17
5(
右
袖
45

,た
袖
39
)、
高
さ
H5

正
方
形

軍名
‐ 力
Π下
痛
  
 1
墾
唇
彗
壽
稀
応
冒
不
、
刀
子
、
金
疎
(出

子
雄
時
所
嵩
]

遺
樗
冥
刈
凶
あ
り

現
在
童
深
く
近
づ
け
な
�

第
7文
群
 1
号
穴

(マ
キ
チ
ン
坂
)

中昌
93
-1
33

[玄
門
幅
13
3」
石
側
笙
長
13
4、
左
側
壁
長
11
9、
共
曜

I敬
 
血
辟
言
彙
1

横
長
長
方
形

ア
ー
テ
形
両
側
壁
の
長
さ
違
う
、
界
線
や
や
明
瞭
、
天

lr
ぁ
ミ ィ
Fぃ

右
側
壁
が
全
開
で
2号
穴
と
繁
が
る

2号
久

長
さ
10
1、
幅
85
～
10
5
[玄
門
幅
10
8]
長
さ
19
0、
奥
幅
14
5、
前
幅
14
5(
石
rL

21
・
左
袖
21
)、
奥
壁
高
H5

縦
長
長
方
形

ア
ー
チ
形
界
線
は
明
瞭

ギ
上
に
立
羽
汁
れ
Π
T店

左
側
壁
が
全
開
で
1号
穴
と
繁
が
る

音
繕
t"
‖
M示
ぬ

3号
仄

長
さ
63

[玄
門
幅
81
]右
側
壁
長
19
3、
左
側
壁
長
20
1、
臭
帳

19
3、
前
幅
12
2(
右
袖
25
左
袖
16
)、
高
さ
96

正
方
形

ア
ー
チ
形
両
側
壁
の
長
さ
若
干
違
う

天
丼
に
加
工
痕

5号
八
と
ス
で
繁
か
る

十
砂
流
入

4サ
穴
長
さ
15
0、
幅
85
～
H0

高
さ
9o

[玄
門
幅
11
0」
長
さ
20
7、
奥
幅
16
9、
Rl
幅
15
5(
率
圧

,ぉ
 ヽ 
1¬
gr
だ
素
1ぉ
ベ

縦
長
長
方
形

ア
ー
テ
形
界
繰
や
や
不
朔
際

H方
骨
状
加
工
(幅
lo
cm
前
後
)

遺
構
冥
狽
」
図
あ
り

5号
穴

ア
ー
チ
形

謂
日
部
は
所
在
不
明

8号
穴
と
穴
で
繋
が
る

第
8更
群
 1
号
八

(マ
キ
チ
ン
坂
真
)

長
さ
19
5、
幅
24
5、
右
袖
40
、
左
袖
10
、
奥
壁
高
85

槙
長
長
方
形

t7
1要
家
形
界
泳
明
原

軒
″
奥
壁
と
右
側
壁
に
造
り
出
す

耳
真
[今
回
採
取
謝
口
郡
は
瓦
主
二
で
基
が
る

2号
穴
>穴
で
撃
が
る

2号
穴

長
さ
23
5、
幅
23
0

正
方
形

ア
ー
チ
形

玄
室
の
み
残
存
、 
1号
穴
と
穴
で
緊
が
る

,市
+あ
ミ
望
/_
k入
ス

3号
穴

横
長
長
万
形

土
砂
玩
人
の
た
め
詳
細
小
明



表
5-
3 
神
門
横
穴
墓
群
一
覧
表

― ≦ ｏ ｌ

一
一

一

Ｉ Ｌ Ｆ

報
蓉唐
痕
諦

這
格
計
刊
lH

弟
 
首ヽ

(c
m)

玄
 
室

立
話
彰
能
  
|千
11
彰
能
 I
砦
  
糾

邑
‖
葬
品

偏
  
考

熙
壁
の
み
残 「

2号
久

長
さ
21
4、
奥
幅
80
、
中
幅
92
、
前
幅
77
、
高
さ
88

縦
長
長
万
形

玄
門
は
破
壊
さ
れ
、
玄
室
の
み
残
存

も
'テ

ン
[開
口
幅
98
、
開
日
高
95
]
長
さ
19
4、
奥
幅
15
8

歪
な
縦
長
長
方
形
ア
ー
チ
形

云
門
か
石
寄
り
、
vF
L人
上
の
た
め
開
日
音
ト

lN
l近
の
様
相
は
不
明

4≒
}ク

[茨
PЧ
高
82
」
長
さ

長
さ
16
6、
 
奥
中 昌
17
6、
 H
l中
呂
13
0(
石
率日
22
・
左
不日
30
,
横
長
長
方
形

ア
ー
チ
形
界
線
不
明
瞭
、
両
側
壁
に
10
cm
幅
の
平
刃
状

れ
口
T 
rB
 
ギ
上
畠
位

5号
久

L開
口
幅
10
1、
開
日
高
70
」
長
さ
20
0、
奥
幅
14
2

縦
長
長
万
形
ア
ー
チ
形
界
線
小
明
原

開
口
部
崩
壊
し
土
砂
流
入

6号
只

茨
門
働
77
J長
さ
60
長
さ
19
8、
奥
幅
13
5、
前
幅
84
(右
袖
20
)、
高
さ
81

縦
長
長
方
形

r士
加
征
ヽ

ア
ー
チ
形
界
線
不
明
際
、
10
～
20
cm
幅
の
円
刃
状
の

う日
T】
南
が
丈
〈
窪
R察
声
″ι
る

7号
穴

[茨
門
幅
72
」
長
さ
68

長
さ
 2
08
、
 
奥
中目
 1
85
、
 
副
中呂
 1
99
(石
率
日
 6
9・
左
不
日
 4
3)

言
大
11
4

縦
長
長
方
形

(正
方
形
に
近
い
ア
ー
チ
形
幅
10
cm
の
平
刃
状
加
工
反
が
壁
面
か
ら
天

炸
中
卓
蔀
隼
り
へ
行
わ
ね
′る

茨
門
か
ら
玄
門
間
の
天
丼
崩
塚

8号
久

[開
日
幅
80
、
開
日
高
88
」
L玄
門
幅
10
5J
長
さ
21
8、
奥
幅
17
0、
前
幅
15
7(
石
II
B

3R
・
芹
袖
14
Ⅲ
 4
魅
高
9o
 
高
A9
R

縦
長
長
万
形
ア
ー
チ
形
界
線
や
や
明
康
、
左
側
壁
に
嶋
10
cm
の
半
人

伏
加
工
痕
あ
り

9サ
只

_戻
門
局
58
J長
さ
52
玄
門
幅
61
]長
さ
18
0、
幅
93
、
高
さ
62

縦
長
長
方
形

r4
こ
″
山ヽ

ア
ー
チ
形
界
線
や
や
不
明
瞭

目
峻
部
か
ら
療
任

10
号
穴

土
砂
流
入
し
詳
細
不
明

11
七
八

長
さ
 2
09
、
 
多q
中
冨
12
3、
 
高1
中
目
 1
20
(右
ネ
白
25
'こ
ネ
由
29
)
縦
長
長
方
形

ア
ー
テ
形
天
丼
に
標
状
の
ラ
イ
ン
あ
り

玄
璽
の
み
娠
存

12
号
穴
L前
雁
幅
13
0、
涙
F日
嶋
95

長
さ
80
、
高
さ
94

[玄
門
幅
10
0、
玄
門
高
95
]長
さ
18
0、
奥
幅
18
4、
前

幅
15
5(
右
袖
48
'左
袖
18
)、
奥
壁
高
9
0、
高
さ
12
0

正
方
形

十芹
獅
毎
い

切
要
家
形
両
側
壁
に
軒
線
あ
り
、
天
丼
に
標
繰
あ
り
、

肺
骨
峠
れ
Π
T

前
庭
部
か
ら
完
全
に
残
仔

置
構
実
測
図
あ
り

13
号
穴
[開
口
幅
65
、
開
日
高
60

岳
A4
1～
う
0

石
側
壁
長
16
8、
左
側
壁
長
18
7、
奥
幅
13
3、
Bl
幡
10
6

(オ
ネ由
8・
オ
ネ由
18
)、
 
高
さ
72

縦
長
貢
力
形

(両
袖
短
い
)

両
側
壁
の
長
さ
違
う

hΠ
下
せ
ズ
田
際

卜
さ
な
前
庭
部
と
小
さ
な
羨
道
部

14
号
穴
開
口
幅
95
]長
さ
30

長
さ
19
0、
 
ア1
率
白
22

縦
長
長
方
形

(左
袖
無
)

ア
ー
チ
形
切
官
状
刀
日
工

土
砂
流
入
の
た
め
詳
細
不
明

15
サ
八

髭
さ
18
8、
前
幅
98
(右
袖
10
・
左
袖
18
)

縦
長
長
方
形

価
袖
箱
い
Ⅲ

ア
ー
チ
形

土
砂
流
入
の
た
め
詳
細
不
明

16
号
穴

維
長
長
万
形

功
骨
状
加
工

土
砂
況
入
の
た
め
詳
網
不
明

17
号
八

玄
⊆
奥
10
0c
m桂
度
娠
存

と
面
の
十
P・
l護
細
禾
明

18
号
穴

E面
の
た
め
詳
謂
不
明

19
号
穴

if
C長
長
方
形

t7
」
妻
家
形
奥
壁
に
軒
あ
り

土
砂
流
入
の
た
め
詳
細
不
明

弟
10
又
祥
 H
-1
号
八

(/
∫
浜ヽ
山
)

[羨
門
幅
90
]長
さ
80
、
[玄
門
幅
HO
」
長
さ
23
5、
奥
幅
21
0、
前
幅
14
5(
袖
15
)

由
騨
言
1◆
n

縦
長
長
方
形

ア
ー
チ
形
阻
含
式
ス
形
ね
lE
°
わ
ハ
、
人
井
同
W十
月 "
冨

伏
加
工
、
天
丼
奥
半
溝
状
加
工
痕

鰯
辞
巖
f別
'1
遣
構
笑
決
」凶
あ
り

〔
-1
サ
穴
[晟
P月
中邑
95
」
長
さ
10
0、

隠
95
～
H0

[玄
門
幅
11
0、
玄
門
高
10
5]
長
さ
22
5、
奥
幅
17
5、

前
幅
16
0(
右
袖
20
左
袖
25
)、
奥
壁
高
70
、
高
さ
12
0
縦
長
長
方
形

寄
棟
家
形
中
央
濤
・
周
溝
、
界
線
明
瞭
、
4壁
・
羨
逼
旨
:両
壁
に
軒
あ
含
.√
マ
き
、
1這
樗
冥
狽
」
凶
あ
り

「
オ
緒
示
い
 
日h
丹
叶
ll
m 
tt
 r
v¬
峠
市
Π
下
竜
血

〔 
2号
穴

長
さ
16
0、
中
呂
10
3

縦
長
長
力
形

(左
袖
無
?)

功
骨
状
加
工
?

開
日
部
に
土
砂
堆
積
の
た
め
詳
細
不
明

棋
穴
塁
の
II
l 
tt
B性
あ
り

内
部
は
岩
盤
脱
落

J-
1号
穴

土
砂
玩
入
の
た
め
詳
継
不
引

J2
号
穴

土
砂
流
入
の
た
め
詳
細
不
明

弟
H又
祥
 1
号
穴

(小
浜
寺
山
)

長
さ
14
0以
上
、
前
幅
90

縦
長
長
方
形

rl
■
宏
山ヽ

ア
ー
テ
形

奥
半
部
は
大
き
く
候
娯
、
尿
画
の
構
も
饒

士
|

2号
久

縦
長
長
方
形

ア
ー
チ
形

玄
室
の
み
残
存

右
車
ti
 l
号
穴
か
ら
の
積
媒
で
言
涌

第
12
文
群
 1
号
穴

r首
圭
ォ
Fヽ

[開
国
幅
55
]長
さ
HO
、

l●
jく
く
- 
7く

[玄
門
幅
75
J長
さ
20
6、
奥
幅
20
0、
前
幅
18
0(
石
袖
50

・
芹
袖
4i
う
 
高
A1
3o

正
方
形

切
要
家
形
向
側
壁
に
軒
線
あ
り
、
大
井
に
標
泳
あ
り
、

助
骨
状
加
工

開
口
部
狭
小

音
繕
t掘
1廟
示
h



盆
出
雲
巧
期

第
1支
群
5号
穴

第
7支
群
4号
穴

こ
あ
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第
6支
群
9号
穴

ぬ
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寄 せ 棟
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第9
支
鰺
穴

切 り 妻

第
lo
:錦
M-
1号
澪
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第
1支
群
9号
穴
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第
6支
群
5号
穴

第
1支
群
1号
穴
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神
門
横
穴
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群
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構
一
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図
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第
2支
群
3号
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黎
制
留
　
К
中
い
講
悩

一
怒
　
一
酢

写3 第 1支群 5号穴 天丼前側

～

す

写 7 第 1支群 11号穴 奥壁

＼

―

写 2 第 1支群 5号穴 前壁
F     

ィ″
ヵ ″
ラ

  す =葬
rrTと

写4 第 1支群 6号穴 前壁

一ぶ

＼、ヽ t
写 5 第 1支群 9号穴 奥壁

霧零軍TIrfド再辞
―ミく

ゑ

写 6 第 1支群 9号穴 前壁

珀

-172-

」



下

Λ

　

二浴
∵

第 2支群 1号穴 奥壁左

第 2支群 2号穴 奥壁左

写 10 第 1支群 15号穴 右側壁～天丼

チ を手手|オ !
予ir

写 12 第 2支群 1号穴 奥壁右

写 16 第 2支群 3号穴 奥壁右

」

第 2支群 3号穴 奥壁左

-173-



写 17 第 2支群 6号穴 奥壁左 写 18 第 2支群 6号穴 奥壁右

写 19 第 2支群 7号穴 奥壁右 写 20 第 2支群 7号穴 右側壁

第 3支群 7号穴 奥壁

第 6支群 2号穴第 6支群 2号穴 奥壁左

-174-

」



耳

写 25 第 6支群 3号穴 奥壁左 第 6支群 5号穴 家形石棺

写 27 第 6支群 5号穴 天丼 写 28 第 6支群 5号穴 前壁～羨導部

が'

写 29 第 6支群 6号穴 奥壁左

写 31 第 6支群 7号穴 奥壁右

甚

写32 第 6支群 7号穴 前壁

」

-175-



写 35 第 7支群 2号穴 奥壁

写 37 第 8支群 1号穴 奥壁左

写 34 第 7支群 1(左 )。 2(右 )号穴

写40 第 9支群 3号穴 奥壁

写 36 第 7支群 4号穴 奥壁

第 3支群 1号穴 前壁右

写 39 第 9支群 2号穴 奥壁

-176-

」



写 41 第 9支群 4号穴

写 45 第 9支群 8号穴 奥壁

写 42 第 9支群 5号穴 奥壁

写 46 第 9支群 8号穴 前壁

写 43 第 9支群 6号穴 奥壁 写 44 第 9支群 7号穴 奥壁

第 9支群 11号穴 奥壁

-177-

第 9支群 12号穴 聞口部



写 49 第 9支群 12号穴 開日部 写 50 第 9支群 12号穴 奥壁

写 51 第 9支群 13号穴 関口部

I=尋茅|

写 53 第 9支群 14号穴 天丼

写 56 第 10支群H-1号穴 家形石棺と石床写 55 第 10支群H-1号穴 開口部

-178-

ユ



下

写57 第 10支群H-1号穴 家形石棺左側

写 61 第 10支群 I-1号穴 右側壁～奥壁

写 64 第 11支群 1号穴 開口都

写 58 第 10支群 H-1号穴 家形石精右側

写 59 第 10支群 I-1号穴 奥壁 写 60 第 10支群 I-1号穴 左側壁～奥壁

写 62 第 10支群 I-1号穴 前壁

」

写 63 第 10支群 I-2号穴 奥壁
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第 8支群 (マキチン坂裏横穴墓群)

当該支群は今回の分布調査により発見した支群で、今回3基を確認した。標高10～ 13m内 で、第 7

支群とほぼ同レベルに分布している。 1・ 2号穴は2.5m離れて並んで位置するが、 3号穴は2号穴か

ら6～ 7m南の若干高位に所在する。 l号穴奥壁付近の中央から耳環を 1点 (第 164図 )採取した。か

なり風化しておリメッキは不明である。軸芯があり、長さ2.Ocm、 幅2.3cm、 厚さ0.65cmを測る。

第 9支群 (梶谷徳治宅裏横穴墓群)

当該支群は、梶谷宅裏から南へ続く丘陵裾に標高 8～ 15mに かけて分布する。今回19基を確認した。

北側丘陵先端部から17～ 19号穴がやや高所に4～ 5m間隔で並んでおり、梶谷宅を挟んで 1～ 3号

穴が丘陵裾に並ぶ。丘陵裾を40m強奥へ入ると4・ 5号穴が並んで所在し、裾を25m奥へ入ると6～

8。 16号穴が段違いの交互に並ぶ。 9～ 15号穴は丘陵を少し上がり15m以上奥へ入ると小尾根を挟

み連続する。以上のように当該支群は 5つの小支群に分かれている。また 17号穴は梶谷宅が作られ

る際に前半部を壊されており、この時に破壊消滅した横穴墓もあったと考えられる。

また梶谷氏には、 17号穴の真下に自身が造られた貯蔵穴を案内して頂いた。縦長長方形・アーチ

形の見事な横穴擬きであった。荒堀をッルハシ、調整を鍬などで行ったそうである。入り口には今Jり

込みを造り、板で塞いであった。

当該横穴墓は丘陵裾野に所在することもあり、後世に改築されたり落書きをされた痕跡が多くある

(写47・ 50)。 4・ 5。 19号穴は貯蔵穴として最近まで利用されていた痕跡があり、 19号穴は開口

部に戸口を付けるために削られたとのことである
註9。

第10支群 (小浜山横穴墓群)

当該支群は、本調査を行ったA～ G群の他に、 6基を確認した。C群から東に標高13～ 15m内で横

穴墓が 4穴確認できた。C-1号穴から3、 4m位東に存在する横穴墓をH群 とし、H-1号穴とした。

それから30m東へ往ったところへ段を違えて存在する群を I群とした。そこに位置する I-3号穴は

開口部内に崩壊した岩盤が落ち込んでおり、それが幅広く崩壊しているので 1穴又は2穴存在するよ

うでもある。あるいは単に岩盤がずれて空洞が出来ただけのものであるかもしれない。それから約

10m東 に I-1。 2号穴が存在する。B-4号穴の北約 5mに 7～ 8m下がつた地点で 2穴 (図版90)確

認した。それを」群とする。

H-1号穴は神門横穴墓群内で組合式家形石棺と石床の 2基が設置された唯一の横穴墓である。家

形石棺は奥壁沿いに設置され、石床はその手前に右側を合わせて並べている。石棺の蓋石は、断面半

円形の玄室内には収まりきれず、蓋石が当たる部分のみ両側壁を外へ広げて棚状に造り出している。

家形石棺は床石に4枚の切石を並べ、右側の床石の短狽1側 と奥壁狽1には拳大の小礫を詰めている。右

短側狽1に は断面をL字状に縁を作 り出した石を左短側側には板状の石を立て、その上に頂部に約

10cm幅 の平坦面をもつ屋根形の 1枚石を載せている。最大高95cm、 床石長160cm、 床石幅55～ 60cm、

蓋石長185cm、 蓋石幅70cmを 測る。石床は2枚の切石を、右側はL字状に2辺に縁取りを作り出し、

左狽1は 1辺に縁を作り出している。長さ150cm、 幅50～ 60cmを 測る。当該横穴墓の天丼の加工は、埋

―
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葬施設のある奥半部が幅 lcm、

は肋骨状の加工を施している。

である。

I-1号穴は寄棟家形である。

布調査では確認できなかったが

深さ0.8cmの細くて深い溝状の加工痕を前奥方向に施し、天丼前半部

当該横穴墓から出土している須恵器蓋イ (第 164図 )イよ出雲 5期のもの

軒が明瞭で、羨道部の両側壁にまで軒を造り出している。今回の分

、第162図では閉塞石が確認されている。

第11支群 (小浜寺山横穴墓群)

当該支群は、地蔵寺裏の小丘陵の中腹標高 8m付近に2基存在する。開口部の距離は50cmしか離れ

ていない。また比高差も70～ 80cmで、 2号穴の方が高所に位置する。 1号穴は奥半分を後世に破壊

され、床面から下及び外へ上へと膨らむように攪乱されている。このために2号穴は右奥床面が 1号

穴から破壊されて、貫通している。 1号穴の残存する床面には中央溝と見間違えるような幅50cmの

溝状の攪乱も受けている。

第12支群 (真幸ケ丘横穴墓群)

当該支群は、 1基のみ確認されている横穴墓である。第 6支群から頂部を通って南側に下がつた所

に位置し、標高25m付近である。

以上12支群の概要を述べてきたが、流上のため進入できず開口部からの観察によるもの、進入でき

ても流入上のため詳細な観察が不可能なもの、今回の分布調査では探索不可能のため昭和49年作成遺

跡台帳カード及び平成 3年踏査の調査記録に頼ったもの、また限られた時間内での分布調査であった

ため、詳細な記述をすることはできなかった。しかし今までの集積された記録を提示することは出来

たと思う。また今回は出土遺物に当たることが出来なかった。今後の調査研究に期待したい。

第 3節 神門横穴墓群の特徴
以上見てきたように、神門横穴墓群は、真幸ケ丘丘陵西端から東端にかけ北面の丘陵斜面に現在12

の支群に分かれた分布状況を呈している。ほとんどの横穴墓は、一覧表 (表 5)か らも判るように、

早くから開口していたため、遺物がほとんど残っていない。そのため遺物出土状況は明らかにはでき

ず、各横穴墓の時期をおさえることはできない。

神門横穴墓群の玄室形態

第 1支群は今回19基確認した。そのう

である。平面形態は 5号穴が正方形を呈

は縦長長方形を呈している。そのうち1

また9号穴のように奥幅が95cmと lmに

ち玄室の平面形態または天丼形態が判明しているものは13穴

し、 8号穴が横長長方形の可能性をもつもので、あとの 7穴

穴は無袖、 3穴は両袖が短 く、 2穴は片袖が不明瞭である。

も満たない狭長な横穴墓が存在する反面、 11号穴のように

」
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